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令和６年６月６日（木曜日）第２回定例会 
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   議事日程第２号      第２回定例会 

   令和６年６月６日（木）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第２号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○柏倉信一議長 日程第１、これより一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。質問時間は、１議

員につき答弁時間を含め60分以内となっており

ますので、要領よくかつ有効に進行されますよ

うお願いいたします。 

  この際、執行部におきましても、質問者の意

をよく捉えられ、簡潔にして適切に答弁される

よう要望いたします。 

 

 一般質問通告書   

 令和６年６月６日（木）                         （第２回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１ 

 

２ 

 

佐藤市長の５選出

馬について 

災害対策について 

 

多くの市民が望んでいる続投について 

 

（１）災害時の協力協定について 

（２）防火水槽設置について 

１４番 

沖 津 一 博 

 

 

市 長 

 

市 長 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

さがえっこのすこ

やかな成長を目指

して 

すべての子どもに

楽しい学びを保障

するために 

（１）放課後児童クラブの現状について 

（２）利用料の軽減について 

（３）長期休暇中の食事の支援について 

（１）現在の小規模校などへの支援につ

いて 

（２）学校給食の充実について 

７番 

太 田 陽 子 

 

市 長 

 

 

教 育 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県産果樹の情報発

信施設として県が

進めようとしてい

たフルーツ・ステ

ーション整備計画

（素案）の見直し

による影響につい

て 

道の駅寒河江チェ

リーランドのさく

らんぼ会館の改築

整備について 

 

 

 

 

 

さくらんぼのまち

寒河江推進条例に

基づく具体的施策

について 

 

 

 

 

 

（１）県の当初予算案から削除されたこ

とに対する見解について 

（２）さくらんぼをはじめとするフルー

ツツーリズム振興への影響について 

（３）若手就農者を増やす取組について 

 

 

 

（１）道の駅整備計画の進捗状況につい

て 

（２）さくらんぼ植樹150年の歴史を後

世に伝承する貴重な資料展示につい

て 

（３）シアターやイベントホール、芸術

作品展示ホール等の機能について 

（４）農産物物販及び飲食コーナーにつ

いて 

（１）市民の市民による市民のための

「寒河江市さくらんぼの日（６月第

３日曜日）」記念行事について 

（２）本市のさくらんぼ栽培で顕著な功

績のあった偉人を称える「さくらん

ぼとともに生きる（仮題）」ドキュ

メンタリー映画の制作について 

（３）「さがえさくらんぼの歴史」を後

世に伝承するプロジェクションマッ

ピング制作について 

１０番 

渡 邉 賢 一 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

 

義務教育での学校

の休み方について 

 

選挙の投票率アッ

プの対策について 

 

 

（１）皆勤賞について 

（２）家族交流の重要性について 

（３）平日に休める制度について 

（１）投票場所について 

（２）投票所への移動支援について 

（３）投票時間について 

（４）現時点での具体策について 

５番 

月 光 裕 晶 

教 育 長  

 

 

選挙管理委員長 

 ※表内の文字表記は実際の通告書に基づき掲載しております。 
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沖津一博議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号１番、２番について、

14番沖津一博議員。 

○沖津一博議員 おはようございます。 

  新型コロナウイルス感染症が、昨年５月、５

類へ移行したことで、徐々にではありますが、

市民の暮らしがコロナ禍以前に戻りつつありま

す。また、台湾を中心に外国人のインバウンド

による訪日客も増えており、経済に明るさが見

えるようになりました。 

  県が５月15日、春の大型連休中に県内の観光

地や主な４件のイベントに訪れた観光客数を公

表いたしました。約109万4,000人、前年度比

22.8％増、コロナ禍前の2018年度比では5.5％

増となったとしております。県の観光交流拡大

課によると、押し上げた背景として、寒河江市

で新装オープンしたチェリーランドに訪れた人

の前年度比が約４倍、18年度比約３倍の27万人

に上ったことが要因であるというふうに公表い

たしました。当然のことながら、屋内児童遊戯

施設のＣＬＡＡＰＩＮ ＳＡＧＡＥが新たにオ

ープンしたこともあり、これはまさしく佐藤市

長の功績であります。 

  しかし、ロシアのウクライナ侵攻が長期化し、

中東のガザ地区の戦争が長引き、原油高や物価

高、円安などの影響で、市民生活のみならず、

経済界を含め日本全体の国民生活に大きな影響

を与えております。また、災害や異常気象など

自然災害も懸念されております。 

  本市のさくらんぼも、昨年の猛暑の影響など

で双子が多いとされておりますが、凍霜害もな

く、まずは少し安心したところであります。 

  早速でありますが、質問に入ります。 

  通告番号１番、佐藤市長の５選について質問

させていただきますので、答弁よろしくお願い

いたします。 

  市長は、平成20年12月当選以来、市民のため、

これまで全力で仕事をなされてきました。様々

な施策、事業、中でも子育て支援や経済の発展

には特に力を入れてこられたと思っております。

市民の信頼も厚く、数多くの実績を残されてき

ました。事細かくは申しませんが、すばらしい

功績だったと思います。 

  ここで、現在寒河江市が抱えている大きな課

題の主な事業を述べてみると、市立病院と県立

河北病院との統合をはじめ、小中学校の統合、

平塩橋架け替え、消防署や警察署の移転、さら

には私が以前から申し上げている山形自動車道

寒河江インター付近東側などの開発、佐藤市長

でなければできない課題が山積みであり、多く

の市民も継続して事業に取り組んでいただくこ

とを願っております。 

  市長は、これまで土日も大した休むこともな

く、各事業に取り組まれるほか、多くのイベン

トや総会など様々な事業にも顔を出され、お疲

れのところと思います。今後は、ゆっくりと自

分の時間を過ごしたいなという気持ちもお察し

しますが、しかしながら、本市の将来のため、

市民生活向上のため、さらには将来を担う青少

年健全育成のためにも、市政を担っていただく

ことを多くの市民が願っております。また、市

長の後援会である大樹会をはじめ、後援会の組

織の動向、現状などを含め、市長のお気持ち、

考えなどをお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  まずもって、沖津議員には、勤続15年表彰、

誠におめでとうございます。同期でありますか

ら、当時のことを懐かしく思っているところで

あります。 

  御質問にお答えをしたいというふうに思いま

すが、先ほどありましたけれども、私は前市長

の勇退を受けて、平成20年12月の市長選挙にお

きまして、みんなの力で寒河江の未来をつくろ

うを基本目標に、子供からお年寄りまで安心し



 - 17 -

て元気に暮らせるまちづくりを目指して初当選

をさせていただきました。市政ミーティングな

どを通して市民の皆さんの声をできるだけ市政

に反映させていくということをモットーにして、

これまで15年と半年ほどになりますが、市政を

担わせていただきました。選挙のたびごとに公

約を掲げて、毎年その達成状況などについて自

己検証しつつ、実現に向けて誠心誠意努めてき

たところでございますが、振り返ってみますと、

その基本的な柱というのは大きく変わっていな

かったかなというふうに思います。 

  それは３つでありますね。１つはやっぱり人

口減少、少子化対策。寒河江市は、平成17年、

2005年の国勢調査で４万3,625人という人口で

ありましたが、それがピークなんですね。それ

からどんどん減ってきている、そういう人口減

少の状況が続いているところであります。この

ままではいかん、何とかしなければいけないと

いうことで、子育て支援などの施策を充実して

きたところでありますし、また、先ほど沖津議

員からもありましたが、就任当時はリーマンシ

ョックというのがあって、その影響で日本の経

済も大変疲弊をしていた状況であります。その

対策にいろんなことを、経済支援などもさせて

いただいたところでありますが、その後、コロ

ナなどもあって、さらに商工業をはじめ産業全

体が苦しい状況になってきたということであり

ます。そういう意味では、やはり寒河江を元気

にしていくには、経済的な支援策、農業も含め

て、産業が充実をしていくということが大事だ

というふうに思って進めてきました。 

  それから、３つ目は、高齢化が進んでいると

いうこともあって、お年寄りの皆さんが安心し

て暮らせるまちをつくっていかなきゃいかんと

いうところで対策を進めてきましたが、２年後、

平成23年、東日本大震災があって、やはりこの

安心とともに安全なまちをつくっていかなきゃ

ならん、安全安心がやっぱりまちづくりの基本

であるという考えの下に、災害対策、それから

いろんな高齢者健康づくりなどを進めていくと

いうことで、３つの柱を立てながら進めてきま

した。そういう意味では、この15年間でありま

すけれども、大きな柱立てはそれほど変わらな

く進めてきたのではないかというふうに思って

いるところであります。 

  具体的な取組なども申し上げると切りがあり

ませんけれども、子育て支援、少子化対策につ

いては、やはり川上から川下までという言葉が

ありますが、やっぱり結婚、出産、育児、それ

から教育というそれぞれの段階に、切れ目のな

い支援をしていくということがやはり大事だな

というふうに思います。寒河江型ネウボラなど

という言葉がありますけれども、そういう取組

をさせていただいて、その中で、やっぱり今日

の新聞にも載っておりましたが、合計特殊出生

率がだんだん下がってきている、そして県の部

長さんのコメントなども載っておりましたが、

婚活というのが最初の段階ですからね、そこが

一番肝になっていくということは感じておりま

したので、去年からですけれども、成果連動型

の婚活、成婚促進事業などを展開させていただ

いて取組を進めてまいりました。 

  それから、やはり子育てしていくには、経済

的支援というものも大変大事になっているわけ

でありまして、寒河江市におきましても保育料

や副食費の無料化、それから学校給食の無償化

ということを進めてきました。さらには、さが

えっこスマイル給付金ということで、生まれた

とき、それから高校に入るときの給付金なども

充実をさせていただいたところでありますし、

それから経済的支援だけでなくて、やはり子育

ての環境を充実していくということもさらに大

事であります。保育所、それから認定こども園

の整備、さらには学童の整備、そして今年完成

をいたしましたが、大型の児童遊戯施設、市民

の皆さんから大変要望が強い施設でありました
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が、ようやく完成をすることができたというふ

うに思っております。それから、少し年代が上

がると、やっぱり教育、学習教育環境の整備と

いうことも大事でありますので、そういった意

味では、子供たちへの児童生徒へのタブレット

の配付でありますとか、電子黒板なども充実を

させていただきましたが、さらに先ほど申しま

したけれども、少子化に伴う学校の再編などに

も、教育委員会を中心に苦労してまとめ上げて

いただいたというところがあろうかというふう

に思います。 

  それから、経済的な産業の振興という面では、

そもそもはリーマンショックから立ち上がると

いうことで、沖津議員も関係する住宅建築推進

事業というものを県内の中でも先駆けて実施を

して、裾野の広い住宅産業の振興を市としても

支援してきたわけでありますが、途中から御案

内のとおりコロナも始まって、そういった意味

での経済的な支援ということで、プレミアム商

品券なども何度か出させていただいたところで

ございますし、それから、寒河江市は県内でも

有数の工業団地を有するわけであります、そう

いった優良な企業の様々な活動を支援していく。

とりわけ、山形大学工学部とは、平成18年から

産学官連携ということでいろんな取組をしてき

ておりますが、ようやく今年、これまでの実績

を踏まえて寒河江市と寒河江市の技術振興協会、

それから山形大学とも連携協定を結ばせていた

だいて、そういう基盤をつくらせていただいて、

さらにこれからいろんな面で技術開発に取り組

んでいく下地ができたのではないかというふう

に思っているところであります。 

  農業の分野では、私から改めて申し上げるま

でもありませんけれども、ブランド化、紅秀峰、

つや姫、そしてふるさと納税にとっては、はえ

ぬきというのが隠れた我々にとってのブランド

でありますけれども、そういったブランド化を

さらに進めていく。そして、伝統野菜、子姫芋

なども振興していくということで取り組ませて

いただいているところであります。 

  また、インバウンドのお話がありましたが、

やっぱり観光というのは、人口減少の中で交流

人口を拡大していくというふうな意味では、こ

れからますます大事であります。そういう意味

では、寒河江の宝であります慈恩寺などをさら

に情報発信していくということで、テラスなど

も整備をさせていただきましたし、誘客という

意味では、市民浴場なども新たにさせていただ

いて、そういう取組を進めてきたところであり

ます。 

  それから、安全安心というと、やはり市民の

皆さんの健康ですから、先ほどありましたけれ

ども、そういう意味では地域医療体制というも

のをきちっとしたものをつくっていくという意

味で、河北病院と市立病院との統合について基

本合意ができたというわけでありますので、

我々としては大変一歩前進しているのかなとい

うふうに思っているところであります。 

  いろいろありますけれども、先ほどありまし

たけれども、交通のネットワークでいえば、最

初は山西米沢線、それから今はほなみ団地陵東

線、そして平塩橋などということで、交通ネッ

トワークをきちっとつくっていくということは、

市民の快適な暮らし、安全安心な暮らしをつく

っていく意味では大変大事というふうに思って

いるところであります。 

  先ほどありましたが、まだまだ課題などはあ

るわけでありますけれども、これからも与えら

れた任期あるわけでありますので、その間十分

力を発揮していければというふうに思いますし、

新たな課題としては、やっぱりデジタル化、そ

れから地球温暖化というものを、我々は課題と

してしっかりと受け止めて進めていかなきゃな

らんというふうに思います。そういう意味では、

オンライン申請による住民票などの発行であり

ますとか、ゼロカーボンシティ宣言に伴ういろ
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んな取組などをこれからも進めていかなきゃな

らんというふうに思います。 

  現在、４期目の最終盤ということであります

けれども、これまで市民の皆さん、そして今日

お集まりの議員の皆さんの御理解、御協力をい

ただきながら様々取組をさせていただきました。

改めて感謝しているところでございます。また、

市では、現在、新第６次振興計画の４年目でご

ざいますので、計画の目標達成に向けた様々な

取組を加速化して結果を出していかなければな

りませんので、そういう取組をさせていただい

ているところでございます。 

  沖津議員からは、５選目に再出馬ということ

で、誠にありがたいお言葉をいただいていると

ころであります。 

  御案内のように、６月というのは、毎年６月

が来ると、寒河江の一番元気になる、生き生き

とした一番元気になる時期だということで、輝

く時期だというふうになっております。コロナ

も５類に移行して、そして観光さくらんぼ園の

予約状況もお聞きをすると、去年よりは好調で

あります。それから、先ほどありましたが、Ｃ

ＬＡＡＰＩＮ ＳＡＧＡＥ、それからチェリー

ランドのリニューアルなどもあって、観光客数

の大幅な増加がさらに期待されているところで

あります。市民を挙げてにぎわいを取り戻す、

そういう大事な時期だなというふうに認識をし

ております。私自身は、その先頭に立って頑張

っていかなければならないと強く意識をしてい

るところでありまして、そういった時期に、私

ごとでいたずらに波風を立てるようなことは本

意ではないというふうに思っておりますし、ま

た、正直まだどうするか決めてはおりませんの

で、今後熟慮を重ねた上で、来るべき時期が参

りましたら皆様に態度を明らかにしてまいりた

いと考えておりますので、沖津議員には御理解

を賜りたいというふうに思います。 

○柏倉信一議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 答弁ありがとうございました。 

  いろいろな実績を述べていただきました。課

題というのは、いつになってもなくなったとい

うことはありませんし、県や国への要望なども

見ますと課題というのはあるんですが、今市長

でなければ、今の佐藤市長でなければできない

こともたくさんあるのではないかなというふう

に、私口下手ですので全部は申し上げませんで

したが、市長は大体実際に、年齢よりも非常に

見たところが若くて元気で、まだまだやってい

ただけるというふうに私は思っているところで

あります。昨日も、朝６時過ぎに元気に御夫婦

でお散歩をしている姿を見かけたということで

ありますし、寒河江の市議会議員のほとんどと

言っていいほど市長を支持して、市長の活躍を

期待しているわけでありますので、今後ぜひ、

大変だとは思いますが、寒河江市の将来のため

に、さらなる発展のために続投を決断されるこ

とを願って、この質問を終わらせていただきた

いと思います。ありがとうございました。 

  次に、通告番号２番、災害時の協力協定につ

いて伺います。 

  以前にも質問した方がいたというふうに記憶

をしておりますが、本市では、現在災害協定を

結んでいる業者あるいは各種団体など様々な分

野にわたると思いますが、改めて現在の災害協

定の内容や相手方の状況などを伺いたいと思い

ます。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市におきます災害時の協

定でありますけれども、この５月末現在では、

民間企業や各種団体等との協定締結数というの

は64件になってございます。また、そのほか自

治体間との協定の締結数が６件ということで、

合わせると70件という状況になってございます。 

  協定の内容でありますけれども、スーパーや

ホームセンターなどの販売店との物資、食料、

燃料供給等に関するものが23件、それから測量
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会社や土木建設業、上下水道工事店との災害復

旧調査や工事に関するものが12件、それから大

規模小売店との一時的な避難所として施設の借

用に関するものが12件、そのほか医療福祉法人

などとの要配慮者などが避難した場合の施設使

用に関するものが10件、また運送業者やタクシ

ー会社などとの物資や人員の輸送、情報提供な

どに関するものが８件、レンタル業者との仮設

トイレの提供に関するものが１件、そのほか４

件ございますが、県をはじめとする相互協力自

治体との協定というふうになって、多岐にわた

って協定を締結している状況でございます。 

○柏倉信一議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 改めて、72件ということで、大

変多くの団体と協定を結んでいるということで、

まずは一安心したところであります。 

  今後発生するおそれのある大きな災害に対し

て、寒河江市として今後どのような災害協定を

結んでいくお考えなのか伺いたいと思います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 災害協定と申しますのは、民間

企業などや自治体間であらかじめ協定を締結し

て、災害時に人的、物的支援などについて協力

を確保するものであるわけでありますが、さき

に申し上げましたとおり、様々な分野で民間企

業など、それから各自治体と多岐にわたって協

定を結んでいるところでありますが、これで万

全ということはないというふうに思っておりま

すし、転ばぬ先のつえということが大事なのか

なというふうにも思っております。 

  そういったことから、今後につきましては、

例えばですが、市内で大規模災害が発生した場

合に、指定避難所の避難者が入り切れない可能

性が想定されるわけでありますので、より多く

の民間企業などに施設の一時借用について協力

を求めていく。先ほど申しましたが、現在12件

のところと協定を結んでおりますけれども、さ

らに大幅に増やしていって、避難者の利便性を

高めていく必要があるというふうにも思います。 

  それから、また市内にある協定先が被災する

可能性もないわけではありませんので、物資な

どの提供等に関して、市外の民間企業や全国チ

ェーンの企業などとの協定などについても拡大

を考えていきたいというふうに思っております。 

  さらに、避難が長期化した場合、災害関連死

予防の観点からも、避難所生活をできるだけス

トレスがない、快適に過ごしていただく必要が

あるということで、避難所の生活支援に関して、

これはまだ具体的に、これからさらに検討して

いく必要がありますが、必要な協定の内容など

について調査検討を進めて、大規模災害に備え

ていく必要があるというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 ありがとうございます。ぜひ、

市民が安心して暮らせるように、様々なところ

といろんな協定を結んで、安心して暮らせるよ

うにしていただきたいなというふうに思います。 

  本市には、災害復興に向けた、不可欠である

仮設住宅を大量に生産して、全国に発信をして

いる企業があります。先日お邪魔したときも、

石川県のほうにやるんだなどということで組み

立てておりました。その企業は、新庄市や尾花

沢市、また山形県と災害協定を結んでいる状況

にあります。寒河江市でも、備えとして、ある

いは各地の友好都市への支援なども含めて、寒

河江市においてその仮設住宅の企業と災害協定

を結んではどうかというふうに思いますが、市

長の見解を伺いたいと思います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 災害救助法に基づく応急仮設住

宅というのは、建設型応急住宅、それから民間

賃借住宅を活用した賃借型応急住宅、及びその

他適切な方法によるものということで分類をさ

れているのでありますが、応急救助の実施主体

というのは都道府県になっておりまして、都道

府県が被災者に対して給与するというふうにな
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っております。まず、市町村は、都道府県です

から山形の場合は県ですね、県が実施する応急

仮設住宅の建設用地の確保に協力するというふ

うになっているところであります。 

  ただいま御指摘のように、昨年の８月に山形

県が、この御指摘の事業者が加入する協会と、

災害時における応急仮設住宅の建設に関する協

定を締結しております。新庄、尾花沢のお話も

ありましたが、この２自治体についてはそれ以

前に、県が結ぶ以前に締結をしているというふ

うに聞いているところであります。御案内のと

おり、寒河江市におきましては、現時点では独

自の協定というのは結んでおらないわけであり

ますけれども、今後災害発生時において、市内

にある企業という観点から、迅速な応急仮設住

宅の確保ということが可能になるということも

考えられますので、そこは十分検討していきた

いというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 それでは、ぜひ前向きに検討を

お願いしたいというふうに思います。 

  最後になりますが、防火水槽について伺いま

す。 

  火災が発生した際、必ずしも消火栓が使える

という保証はありませんし、また農業用水も流

れていない時期もあり、火災発生時、防火水槽

は大変重要な消防施設であると思っております。

その防火水槽ですが、近年少しずつ減っている

ような気がしております。現在の設置数などを

お聞かせいただき、また市民の方から、近くの

公園などに防火水槽を作っていただきたいとい

う要望などもあろうかと思いますが、そういっ

た際はどのような対応をしているのか伺いたい

と思います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 沖津議員からもありましたが、

防火水槽は火災発生時における消防用水として

大変重要でございます。その防火水槽の設置に

ついては、消防法に基づいて総務省消防庁によ

り設置に関する基準が示されているわけであり

ます。寒河江市では、現在市内全域に412基設

置をしております。必要に応じて修繕など維持

管理を行いながら、消防水利の確保に努めてい

るところであります。 

  この防火水槽の設置に関しては、平成28年６

月定例会で沖津議員から御質問があって、８年

前でしたが、その当時はお答えしたのは419基

ということでありました。ですから、若干少な

くなっている状況にあろうかというふうに思い

ます。 

  市民の方から要望があった場合の対応という

ことでありますけれども、設置につきましては

消防水利の基準に基づいて、周囲の水利状況な

どを勘案して、その必要性を精査し、判断して

いくということになるわけでありますけれども、

我々が注目をしておりますのは、能登半島の地

震で断水がずっと続いている現場にあって、防

火水槽などがどういう役割を、断水の状況の中

で防火水槽がどういう役割を果たしてきたのか

などについては、今すぐ検証はなかなかできま

せんけれども、十分検証をしながら、防火水槽

の在り方、そして水利の確保などについて検討

していって、その役割を、設置について検討し

ていきたいというふうに考えているところであ

ります。 

○柏倉信一議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 そうですね、防火水槽の水は、

非常に何年たってもきれいな水ですので、有効

利用が火災だけでなくて、大いに使えることも

あるのではないかなというふうに私も思ってお

ります。８年前に私が質問したときよりも若干

減っているようでありますが、現在民間のお宅

に貯水槽の土地を提供してくれというのもなか

なか難しいこともあろうかと思いますので、そ

ういった際には公園など、近くの公園に地元の

方がぜひ作ってほしいという要望があるという
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ふうに私がその地域の方から伺ったこともあり

ますので、ぜひそういった要望があった場合に

は速やかに作っていただけるようお願い申し上

げまして、私の質問を終わりたいと思います。

ありがとうございました。 

 

太田陽子議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号３番、４番について、

７番太田陽子議員。 

○太田陽子議員 おはようございます。日本共産

党の太田陽子です。 

  先日、さくらんぼマラソンが開催され、全国

各地からの参加があり、大成功だったのではな

いでしょうか。姉妹都市の安東市より６名の参

加がありました。４月の訪問で大変お世話にな

ったことなども考え、何か私にできないかと思

いまして、ハングル語でパネルに「安東市頑張

れ、ファイティン」と書いて、市役所の前で最

大限の応援をさせていただきました。大きな声

を出すと気持ちがいいもので、つい声を出し過

ぎて、その日の夜はぐっすり眠ることができま

した。さくらんぼマラソンには天気まで応援し

ておりました。あったかい、暑いくらいの陽気

でしたが、大きなけがもなく終わることができ、

本当によかったと思います。さくらんぼマラソ

ンに御尽力くださった方には敬意を表したいと

思います。市長のように、５キロマラソンに参

加できればもっとよいのですが、体力が……と

いう問題があり、そういう私の状況であります。

以前のようなにぎわいがあり、コロナ前の状況

に戻ったことを実感しました。 

  また、４月23日より、韓国・安東市との姉妹

都市締結50周年記念式典に参加させていただき

ました。多くの経験をさせていただき、本当に

ありがとうございました。初日の大雨もよい思

い出になりました。韓国で出会った方々は大変

親切で、友好的な方ばかりでした。感謝しかあ

りません。それぞれの場所で案内をしていただ

いた方は、日本語が流暢で、私は「アニョハセ

ヨ」「カムサハムニダ」しか分からない状況で

したが、本当にいろいろ教えていただきありが

たかったです。 

  安東市の歓迎式典には、議員の方の参加もあ

り、交流することができました。そのときの通

訳の方は、図書館の司書をしている方とのこと

でした。それにもまた驚きました。ぜひ、また

行きたいなと思うので、今度行くときは簡単な

会話ができるようになりたいと思って帰ってき

ました。また、市長はじめ各担当課の方々、本

当に御尽力いただき、この場を借りてお礼を申

し上げます。ありがとうございました。 

  私は、日本共産党と、この質問に関心を寄せ

る市民を代表して質問します。誠意ある答弁を

お願いします。 

  通告番号３番、さがえっこのすこやかな成長

を目指してであります。 

  高度成長期の中、ポストの数ほど保育所を、

と運動を続けてきましたが、核家族化が進み、

学校に入ると家で留守番をさせなければなら

ない、鍵っ子という言葉が流行しました。安

心して子供が過ごせる場所をということで、

学童クラブは都市部で誕生しました。市長も

よく御存じと思いますが、隣の天童市などは、

保護者を中心に運動を続け、全国でも誇れる

ような学童クラブの施策がつくられています。

寒河江市でも、南部地区のなかよしクラブは、

昭和63年という早い時期から活動を始めてい

ます。私が子育てしているときは、まだじい

ちゃん、ばあちゃんがいる家庭が多く、学童

クラブはまだ必要ない状態でしたが、今では

全市に学童クラブがある状況になっておりま

す。 

  そこで、現在、放課後児童クラブを利用する

児童数は全市で748名とのことです。委託料の

総額は２億4,000万円ほどになっています。利
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用を希望している子供が全員利用できている

のか、本市としてどのように把握しているの

かお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 太田議員から、放課後児童クラ

ブについて御質問いただきましたが、５月末現

在ですと、２名増えて、市内20の放課後児童ク

ラブにおいて750名の児童が利用いただいてお

ります。令和６年度の利用申込みも同数の750

名でありましたので、希望者全員のお子さんが

御利用できているというふうに認識をしており

ます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 毎年、利用希望者の増加が続く

クラブもあるのではないでしょうか。希望者が

利用できるように、今後とも必要な措置をお願

いしたいと思います。 

  国の基準は、１クラブの定員は40から45名で、

常勤指導員が２名ということですが、利用人数

に対して指導員数は足りているのか、長期休暇

時の状況なども踏まえてお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 放課後児童クラブにおきます児

童の保育に関わる放課後児童支援員などの職員

配置につきましては、国が放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準というものを

定めております。その基準を参酌して、寒河江

市では放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例というものをつくっ

ておりまして、その条例に基づいて１クラブ当

たり２名以上の配置をすることとしております。

現在、市内20クラブでは、常勤職員40名、非常

勤職員53名ということで、合わせて93名の職員

で保育を行っているところであります。全ての

クラブにおいて、適切に配置がなされている状

況というふうに認識をしております。 

  夏休みなどの長期休暇時の御質問がありまし

たが、長期休暇時におきましては、午前８時か

ら午後７時までと、保育時間が長時間となりま

すけれども、常時２名以上職員が配置されるよ

うに、常勤職員と非常勤職員のシフトを調整す

るなどして適切に対応いただいているところで

ございます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 各クラブによって、かなり常勤

・非常勤の人数の差異はあるようですが、その

クラブの実情を鑑み、本市として丁寧に対応し

ていただきたいと思います。本市に暮らす子供

が、安定して安心して生活できるような対応を

していただきたいと思います。また、せせらぎ

クラブのように、入所児童が厚労省の基準より

多く受け入れている状況もあるようです。１人

も取り残さないように、今後とも多くの支援を

お願いしたいと思います。 

  今後の展望についてですが、子供の数が減少

していく地域や増加していく中部小学校地域な

どの子供への対応や指導員の処遇など、どのよ

うになっているのか、希望する子供が安定して

利用できる状況を確保できる展望があるのかお

伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市におきましては、これ

まで令和５年４月に、中部小学校区に新たに２

つのクラブ分の施設を整備いたしました。また、

今年度、南部小学校の空き教室を活用して学校

内に放課後児童クラブを移設するということで、

児童数の状況、それから各クラブの状況などに

応じた対応を進めているところでございます。

実際、核家族化の進展などによって、市全域で

放課後児童クラブへの需要が高まっている状況

でありますし、また寒河江中部小学校区におい

ては新たな宅地分譲が予定されているわけであ

りますので、利用を希望する児童が確実に利用

できるように、入れるように、引き続き小学校

の児童数の推移なども十分注視しながら、必要

に応じて職員の確保に我々としても最大限の協
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力をしていきたいというふうに思っております。 

  また、学校の施設整備計画などに基づいて、

小学校の統合も進んでいくということになりま

すと、現在小学校の学区ごとに運営している方

式などについても見直しが必要になってくるの

ではないかというふうに考えているところであ

ります。今後も、引き続き安定した運営が実施

されるように、放課後児童クラブ側と十分に情

報を共有して、望ましい方式などについて検討

してまいりたいというふうに考えているところ

であります。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 昨々日ですが、小学校２年生の

子が学童保育に通う途中で交通事故に遭われて、

意識不明の重体だなどという報道もありました。

道路を通らなければならないんですけれども、

ぜひ学校の中につくるというふうな厚労省の指

針なども踏まえて、南部小学校のような形で運

営できるようなことを考えていただきたいと思

います。 

  また、国の予算では、今年度の予算ですけれ

ども、委託料の増加があります。それで、指導

員の処遇が向上し、指導員の安定的人材の確保

につながるのかなど、まだまだはっきりしない

状況ですが、子供の健やかな成長のため、今放

課後児童クラブの役割は本当に大きいと思いま

す。ぜひ、指導員の処遇についても検討いただ

きたいと思います。 

  続いて、利用料の軽減についてであります。 

  保育料は３歳から無料になりました。ゼロ歳

から３歳未満の乳幼児も、寒河江市は先進的に、

所得制限はありますが、無料になっている家族

もあります。働く父母への強い応援になってい

ます。先ほど市長からあったように、本当に保

護者の皆さんは喜んでおられます。満３歳にな

ると保育料がゼロ円になるというのは、本当に

喜びの声が寄せられています。昨年から３万

2,000品目ほどの値上がりがあり、今年になっ

てもその勢いはより激しくなっている状況の中、

保育園や幼稚園から放課後児童クラブへの入所

により保育料がかかるようになり、困窮する家

庭が利用を差し控えている状況がないのかなど

心配になります。本市として、放課後児童クラ

ブに当たり、現在行っている利用料の軽減策に

ついてお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 本市の放課後児童クラブの利用

に当たっては、保護者の方から月額１万円から

１万2,000円の利用料を負担していただいてい

るところであります。月額１万円というところ

が多いですけれども、利用して負担していただ

いております。この利用料の軽減策であります

けれども、財政的支援が必要な家庭で、教育委

員会が実施する就学援助費に該当する要保護世

帯については利用料の全額を、準要保護世帯は

7,000円を減額しているところであります。令

和５年度におきましては、45名が該当している

ところでございます。また、これとは別に、兄

弟が同時に放課後児童クラブを利用している多

子世帯については、同時に２名入所した場合は、

２人目の利用料が半額であります。同時に３名

以上入所の場合は、３人目以降の利用料が全額

免除という形になっております。令和５年度に

おきましては、124名が該当をしているという

状況になっているところでございます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 所得の少ない世帯の軽減策が薄

いのではないかと思います。１人3,000円の負

担になりますが、２人同時入所であれば6,000

円になります。本市として、独自の軽減策など

今後必要なのではないでしょうか。この軽減策

についても、県の事業ではないのでしょうか。

市独自の基準などをつくって、今後軽減してい

ただきたいと思います。 

  現在、各クラブの利用料は１万円から１万

2,000円、先ほど市長からあったようですが、
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おやつ代などもこの中に入っているということ

でした。おやつを購入する場合でも、物価高騰

のあおりを受けていて、なかなか工夫が必要だ

という話でした。児童にとっては、おやつは大

切な栄養源です。物価高騰の勢いが止まらない

状況の中、利用する全世帯への支援として、保

護者の利用負担の軽減をすることができないか

お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 利用料については、先ほど御答

弁申し上げましたけれども、保育所等の保育料

に比べて低廉ではありますけれども、先ほど太

田議員からも御指摘がありましたとおり、３歳

以上の保育料は無償化になっているということ

で、そこについて放課後児童クラブの利用料が

徴収されるということでありますので、そうい

った意味で負担感というのは大きいのではない

かというふうに思っております。 

  太田議員からは、新たな負担軽減策はどうか

と、市としてどうかということでありますけれ

ども、現在、先ほど申し上げましたけれども、

750名の方が利用していらっしゃるのでありま

す。小学校の子供さんは約2,000名、1,998名で

すかね、令和６年では。2,000名近くいらっし

ゃるので、そういうことからすると、放課後児

童クラブを利用していない世帯のほうが多い状

況になっています。そういったことからすると、

なかなか現時点で負担軽減策というのは難しい

状況なのかなというふうに思いますが、先ほど

申し上げましたとおり、利用者がだんだん増え

ていく状況でありますから、今後その状況を踏

まえながら対応を検討していく必要があるので

はないかというふうに考えているところであり

ます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 学童保育に補助金を出すという

ときに、必ずそういう、利用している人だけな

ので、全体に行かないんじゃないかという意見

はどこにでもあるようです。しかし、学童保育

ができて、学童保育が児童福祉法にうたわれて

からまだ30年ぐらいのようです。2023年だから、

26年ぐらいの状況なので、まだ過渡期とは思い

ますが、ぜひ、いずれ無料になるという方向性

で、段階的に補助金の増額をしてほしいと思い

ます。 

  今、本当に指導員の人が、その利用料の中で

どうやって人を雇って、どうやって子供におい

しいおやつを提供するかなど、本当に頑張って

やってくれています。強弱をつけて、誕生会に

はケーキをとか、本当に頑張ってやってくれて

いるところが多いです。夏休みのおやつ、御飯

なども、その中から、レトルト食品を買ってみ

んなでカレーを食べる日とか、そんなことも考

えているクラブもありました。段階的に補助金

を進めて、学校給食のように段階的に補助金を

増額してほしいと思います。子供がいずれ、１

学年250人の時代が来るのであれば、その後、

少しでも増加するように支援策を厚くしていく

ことが重要なのではないでしょうか。 

  議会改革活性化委員会で、陵西中学校３年生

の探究学習に参加させていただきました。子供

たちは、少子高齢化について探究しておりまし

た。問題意識を持って、本当にすごく真面目に

考えていました。企業の誘致や、先ほど市長か

らあったように、優良企業の誘致で工賃、賃金

を上げることも大切ではないかとか、あと移住

人口の増加など、これもポイントではないかと

絞って考えておりました。私も同じことを考え

ていたので、何かよい考えに至ったら、私の家

は陵西中学校のすぐそばなので、帰りに私の家

に寄って教えてほしいとお願いしてきました。

その中学生が、若い人が帰ってこないと問題を

挙げておりました。なぜ若い人が帰ってきて、

希望を持って生活できる寒河江市にならないの

か、そういうところも考えて、寒河江の基礎を

つくっていく必要があると思います。子育てを
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安心してできる寒河江市のために、次は放課後

児童クラブの無料化の実現をお願いします。 

  次に、長期休み中の食事の支援についてです。 

  休み中は、先ほどありましたが、朝８時から

夜７時ぐらいまでクラブで過ごす子供が多くい

るようです。子供にとって、昼食はとても重要

なものです。あるクラブでは、業者弁当を子供

たちが取っているということもありましたが、

飽きてしまって、だんだん減っていくという現

状もあるということでした。夏休みなど長期休

暇のときなど、本当にその昼食をどうしている

のかなという心配がありました。それでも、保

護者の皆さんは頑張って弁当を作って持たせて

いるというのもありますが、今30度を超える中

で本当に夏休みなど大丈夫なのかななどと思っ

ています。 

  今、テレビでコマーシャルなどしていますが、

子供の長期休暇中、昼御飯が取れずに水を飲ん

で過ごしているなどというのがテレビで流れて

います。皆さんも御覧になったと思いますが、

こんな無策なことをテレビで垂れ流している、

本当に日本大丈夫なのかと心配になります。 

  長期休暇中の昼食の状況についてお伺いしま

す。いろいろなクラブの状況はあると思います

が、寒河江市で把握している状況などをお伺い

いたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 夏休みなどの長期休暇中の子供

たちの昼食でありますけれども、御指摘のとお

り、放課後児童クラブによっておのおの異なっ

ているというふうになっておりますが、基本は

弁当持参というのが基本になっているところで

あります。ただ、保護者の方から希望がある場

合に仕出し弁当などを利用しているクラブ、調

べたら15クラブ、そういう仕出し弁当を利用し

ているクラブがあったということになっており

ます。ただ、やっぱり夏場なので、エアコンを

利用して温度管理はしているわけでありますけ

れども、万が一のことが心配されますので、そ

ういったことで、弁当もそうですけれども、直

射日光が当たる場所には絶対置かないようにと

いうことで注意をしていただいているところで

ございます。 

  以上でございます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 ここで言うことだったんですけ

れども、本当に30度を超える暑さの中で大丈夫

なのかなというふうに心配です。以前、私も延

べ、１人６年なので18年間弁当を取りました。

やっぱり夏場の弁当は心配で、本を見たところ、

おかずを冷凍しておいて、それをあったかい御

飯に乗せておくとちょうど食べる頃に適温にな

るなどと書いてあるのがあったもんですから作

ってみたんですけれども、子供にはやはり不評

で、残念ながらやっぱり朝起きて作って弁当を

持たせるようにしました。今、いろいろな冷蔵

庫の機能で、すぐに冷えるということもあった

んですけれども、本当に夏場の弁当は心配で、

やっぱりポテトサラダなんか好きだと言われて

も持たせられない状況がありました。 

  やっぱり、何か長期休み中の弁当への対策と

いうか、それは考えていかなければならないの

ではないかなと思います。だからこそ、補助金

なども考えられますが、業務負担がないよう、

指導員さんの本当に業務が増大していて、そう

いう負担がないような、だから保護者会に弁当

のことは任せているなどというふうなこともあ

りましたが、ぜひ何か支援は考えられないのか

お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今、太田議員からもありました

が、本当に指導員の方、大変苦労していただい

て、子供たちの健康、安全を守っていただいて

いるなというふうに思います。頭が下がる思い

でありますし、金銭的な支援などもありますし、

先ほど太田議員からもありましたが、やっぱり
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愛情が一番大事だというお話もありましたから、

そういったところで、我々としてもどういう協

力ができるかということなどについては、各ク

ラブとの意見交換会などを通して、その保護者

の皆さんからの率直な声などもお聞きをして、

また御質問、御提案ありました利用料の軽減な

ども含めて、忌憚のない御意見を頂戴して、少

しでも指導員の皆さんの負担を増すようなこと

がないように、取組を総合的に検討していきた

いというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 ぜひ考えていただきたいと思い

ます。本当にクラブで状況は違うようですが、

休み中は行事を入れて親の負担を少なくしてい

るなど、指導員の方は本当に工夫を重ねている

ようです。移動の送迎などある場所を探して、

行事として活動しているなど話されていました。

長期休みのときだと、移動の送迎などあるとこ

ろについては、みんなして行けるということが

ありました。長期休みのときなど、いろいろな

経験をさせたいと話され、子育て推進課からＣ

ＬＡＡＰＩＮ ＳＡＧＡＥの利用などどうぞと

いう案内があったそうですが、移動する手段が

ない。そういうことで計画ができないというこ

とがありました。できれば、市のバスとか、あ

と郡部であればハヤマ１号・２号と、そういう

市のバスを利用して、満遍なく、今回はわんぱ

く１、わんぱく２とか、そういう形でＣＬＡＡ

ＰＩＮ ＳＡＧＡＥに招待してくださるなどと

いう計画はできないでしょうか。行ってみたい

という子供がいっぱいいるそうです。指導員の

方も連れていきたいという希望があるというこ

とですので、ぜひそういうのは早急に計画して

いただきたいと思います。 

  次に、通告番号４番です。すべての子どもに

楽しい学びを保障するためにということです。 

  学校施設整備計画についての説明会が行われ

て以来、小規模校や複式学級のことなど、地域

の方から声が寄せられています。１年生になる

ので、保育所で遊んだ友達と離れてしまう子供

の声が発言の中であり、寒河江市はそのままに

しておくのかと。１人になるとか、２人になる

とかって、寂しいと、中学校になったら会おう

ねというふうな話をしているというのが、高松

小学校での説明会のときに保護者の方から話さ

れました。そこで、そんな１人、２人になっち

ゃうのをそのままにしておいていいのかと、あ

と10年後の統合を考えるんだったら、今の子供

に手だてできないんだかというのが数名の方か

ら寄せられていて、私も、あの子どうしている

のかなと、ちょっと何か考えるときにふっと頭

をよぎることだったので、みんなやっぱりじい

ちゃん、ばあちゃんで、孫の年代なので、そう

いう子供に何か手だてができないかというふう

なことなのかなと思ってお伺いしたいと思いま

す。 

  数年後、新しい校舎になり、統合が決まった

のであれば、何か手だてはないのかと思います。

今、学校に通う子供たちは地域の宝です。今の

子供たちを大切にする方法など必要なのではな

いでしょうか。陵西中学校の３年生のように、

地域を真面目に考えています。岐阜県山県市で

は、スクールバスを活用し、小規模校が一緒に

学ぶ機会や、タブレットを利用したオンライン

学習などを設定しています。本市として、今の

段階でできる小規模校の合同学習など考えられ

ないのかお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 おはようございます。 

  寒河江市における小規模校、主に西部地区の

３つの小学校の取組についてお答えをいたしま

す。 

  コロナ禍以前から、白岩小学校と醍醐小学校

の間で、高学年の英語の授業を中心に交流学習

を行っておりました。しかし、新型コロナウイ

ルス感染症の感染予防のため、近年はこの交流
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学習が中断されていました。昨年度の醍醐小学

校の学校運営協議会の中で、小規模校の交流学

習について話題になったというふうなことをき

っかけに、６年生の担任同士でやり取りを行い

まして、今年度は、まずは学期に１回程度であ

りますけれども、英語の授業で交流を再開する

ことになりました。なお、白岩小学校と醍醐小

学校だけではなくて、高松小学校も一緒になっ

ての合同学習を計画しているところです。また、

今後は陵西中学校とも連携しながら交流してい

くことの検討も進めているというふうな状況で

す。 

  さらに、授業以外の面でも、今月６月27日に

寒河江市商工会青年部が主催する職場体験学習

「コドモモシゴト」というのがあるんですけれ

ども、これを白岩小学校と醍醐小学校の全校生

が合同で行うというふうなことも計画をされて

いるところです。このように、子供たちに楽し

い学びを保障するために、小規模校同士が連携

を取りながら交流学習を進めているというふう

な状況であります。 

  太田議員が紹介された岐阜県山県市では、社

会や体育、英語などの合同授業も実施している

ようですけれども、バスケやサッカーが大人数

でできるから楽しいというふうな子供の声もあ

るようです。また、教師の側からは、子供たち

はグループ学習などを通して、仲間のいろんな

考えを知り、そして自分の考えも深めていると

いうふうな手応えを感じているというふうなと

ころです。合同学習を行う場合の課題としまし

ては、移動手段や移動にかかる時間、それから

お互いの学校の授業の進度をどうするかといっ

たこともあるわけですけれども、スクールバス

とか、１人１台端末であるタブレットを活用し

てのオンラインの交流も可能かと思います。 

  今後とも、こうした交流がさらに進んで、子

供たちの多様な学びが保障され、いろんな体験

活動が一緒にできるような、そういったことが

できるよう、教育委員会としましても、学校と

連携しながら支援していきたいというふうに考

えております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 いずれ統合するのであれば、ぜ

ひ少しずつでなくても、山県市のように、山県

市はいずれ100人だそうです、子供の数。だか

ら、それに向けて少しずつ寄せていっているん

だというようなことも書いてあったような気が

します。寒河江市はまだ250人ですよね、教育

長ね。であれば、この西部地区だけでも少しず

つ、１教科ずつでも寄せて一緒にやるとか、何

かできることを一つずつやっていって、子供が

いずれ１人になったり複式になったりしたとき

にも、もうあそこに行くとみんなで一緒に学習

できるんだとか、保育所で一緒だった友達がい

るんだとか、そういうふうなところも考えて進

行していってほしいなと思います。低学年は生

活科とか、何か考えられるような気が、素人な

ので何とも言えませんが、考えられるような気

がします。ぜひ、寂しい思いをしているんじゃ

ないかという地域のじいちゃん、ばあちゃんの

声に応えて、こういうのもやっているよという

のをもう少し広げていってほしいなと思いまし

た。よろしくお願いします。 

  次、学校給食の充実についてであります。 

  この４月、寒河江小学校の給食も民間委託に

なりました。他市の方より、寒河江市は民間委

託が多く、質的問題はないのかと質問を受けま

した。私自身、小学校の給食はとても、私自身

が食べたときですけれども、おいしくて、本当

に学校中に給食の香りがぷんと漂ってくると、

「おなかすいた、もうすぐ給食だ」などという

五感で感じる給食の思い出があります。その年

代により、いろいろな記憶がよみがえるようで

す。私の記憶は、脱脂粉乳から牛乳になったこ

とですが、ある若い方は、パンから米飯になっ

たことだと。やっぱり、それぞれ給食に対して
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は、楽しいうれしい思い出がよみがえってくる

ようです。この自校方式のよさを残してほしい

という思いで質問します。 

  民間委託は、どのような状況になっているの

かお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 市内の12の小中学校の学校

給食の民間委託の状況についてお答えをいたし

ます。 

  学校給食の民間委託につきましては、最初に

昭和61年度から柴橋小学校、続いて平成19年度

から西根小学校、平成22年度から高松小学校、

令和２年度から寒河江中部小学校と南部小学校、

そして今年度から寒河江小学校で行っておりま

す。そのほかの醍醐小学校、白岩小学校、三泉

小学校につきましては、現在も市職員の調理師

等が学校給食業務に従事しています。したがい

まして、小学校では９校のうち６校が民間委託

で、３校が直営というふうになっております。 

  中学校に関しましては、平成23年度から学校

給食を開始しておりますが、市内の業者に委託

しまして、給食センターで調理したものを各校

に配送し、提供しているというふうな状況とな

っております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 まだ調理員さんが残っていると

ころがあるというのをお伺いしました。ちょっ

と安心したところでありますが、でも給食がお

いしくないという意見はあまり私には聞こえて

こないので、多分質的には保っているのだろう

なとは思いましたが、やっぱりいずれ全校が民

間委託になるのかなと思うと、少々複雑な思い

であります。 

  以前、中学校給食をすすめる会で活動してい

るとき、寒河江市の小学校の給食は、村山地域

でもおいしいと学校の先生から大変評価を受け

ているというのをお伺いしました。寒河江の給

食がおいしいという評価を保つため、民間委託

事業者への指導についてどうしているのかお伺

いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 民間委託業者への指導につ

きましては、まず年度当初に、市職員の調理師

と民間委託業者の調理師が参加する給食主任調

理師合同会議というのを実施しております。そ

の会議において、本市の給食運営のやり方や衛

生管理等の在り方について説明を行いまして、

指導徹底が図られるようにしています。加えま

して、毎年８月には、市職員の調理師と委託業

者の調理師を対象とする調理実習研修会という

のを実施しまして、適切な味つけ等の確認を行

いまして、おいしい給食づくりのために研さん

を重ねているところです。ほかには、年に２回、

栄養教諭そして学校栄養士が各小学校を巡回し

まして、味つけの確認や衛生管理等の指導を行

っています。安全でおいしい給食の提供のため

に、今後とも民間委託業者に対する指導を徹底

してまいりたいというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 年２回とか年１回の研修とかあ

りますが、必要に応じて調理員の研修を行い、

技術の更新など、本当に今後とも質の高い給食

に取り組んでほしいと思います。 

  ある市で、献立にしょうゆ御飯という献立が

あったということです。これは、物価高騰が叫

ばれてすぐの頃でしょうか。これは何だろうと

思ったら、具なしの味つけ御飯のようでした。

物価が高騰し、予算が回らない状況で、苦肉の

策だったのではないでしょうか。先ほども申し

上げましたが、本当に激しいという言葉が一番

合うのでないかと思います、激しい物価高騰の

対策はどのように考えているのかお伺いいたし

ます。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 近年、急激な円安や異常気

象、併せまして不安定な世界情勢などの様々な
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影響によりまして、食材の物価高騰が続いてい

ます。このような状況を踏まえまして、令和４

年度には給食費単価増額の補正予算を御可決い

ただき、現在は小学校は１食当たり310円、中

学校は１食当たり380円で対応してきておりま

す。現時点におきましては、物価高騰の中では

ありますが、給食の質と量を下げることがない

ように、食材等の工夫をしながら、学校給食の

目標であります寒河江らしさと、季節感あふれ

るおいしい給食の提供に努めているところです。

今後とも、食材を含めて、物価高騰等の状況を

十分に見極めながら、必要に応じた対応をして

まいりたいというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 380円であれば、大分よい給食

ができるのではないかと思います。こんなこと

を言ってはあれですが、補正が出たら賛成した

いと思います。ぜひ、足りなくならないように、

子供たちに豊かな給食を進めてください。 

  先ほども申し上げましたが、中学校給食をす

すめる会の活動をしているとき、天童市の給食

センターや旧藤島町の給食センターなどを見学

させていただきました。天童市の子供たちの、

給食センターへの感想文が寄せられているのを

読ませていただきました。給食がおいしかった、

給食で自分は生きていくことができたなど、本

当にちょっと読んでいると涙が出てくるような

感想文が寄せられていました。忙しい家庭の様

子がうかがえ、子供の成長にとって給食は大切

なものだと再認識したことがあります。藤島町

の給食は、今は鶴岡市になったのでどのような

状況か分かりませんが、地場の野菜を多く使う

ことに取り組んでいました。今から20年前の話

ですが、地産地消を目標に給食を取り組んでい

ました。子供たちが、昼食が待ち遠しいと思え

るような給食の継続ができるように、本市とし

てもできる限り最大限の取組をしていってほし

いと思います。 

  昨日、2023年の合計特殊出生率が発表されま

した。1.20ということでした。東京都に関して

は0.99という、１をとうとう切りました。韓国

で、この間訪問させていただいたとき、0.73と

かという数字を聞いてきたのですが、日本も同

じように、0.99の１を切る時代になりました。

人口が一番多いはずの東京なのに、なぜ結婚し、

子供を産み育てることができないのか、本当に

疑問に思います。 

  1990年頃に、1.57ショックという危機感に日

本はさらされていました。国を維持するために

は1.58以上の出生率が必要とのことで、これを

何とかしなければということですが、その後30

数年たちますが、子供や子育て政策はどうなっ

たでしょうか。現首相は、子ども食堂に行き、

一緒に御飯を食べている様子を報道していまし

たが、本当に子ども食堂って何だろう、国の政

策がなっていないから出てきたのではないかと

いうのを本当に理解して御飯を食べに行ったの

か、本当に疑問に思いました。7,000か所以上

にも上る子ども食堂、こんな状況が、私は不思

議でしようがありません。 

  また、なぜ子供を産めないのか、なぜ結婚で

きないのか、国として真剣に考えたことはある

のでしょうか。子供を育てることは困難が多く、

最初から子供を産まない選択をしている夫婦も

いると聞きます。最初から結婚を選択しないと

いう人も大勢おります。結婚しても暮らしてい

ける賃金、子供が生まれたら、本当に国や地方

自治体の責任で子育ての支援をすることがある

なら、安心して産みなさいというような政策の

転換が必要なのではないでしょうか。今国会で

審議されている異次元の子育て支援は、本当に

不十分です。高齢者からお金を取って児童手当

に回す。保険料をちょっと値上げして、平均

450円だから我慢してね、それを集めて子育て

に回す。本当にこんな政策で、少子化を本当に

克服できるのか疑問でなりません。今、安心し
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て産みなさいというような本当に政策の転換が

必要なのではないでしょうか。教育の無償化や

子育て支援の拡充など、今後とも声を上げてい

きたいと思います。若者が未来に希望を持って

生活設計ができる社会の構築こそ、今求められ

ている本当に真の必要な政策ではないでしょう

か。 

  まだまだ寒河江市、佐藤市長に頑張っていた

だいて、学童保育の無償化や教材費の無償化、

隠れ教育費の無償化など、本当に真の子育ての

無償化に取り組んでいただくことを希望して、

質問を終わります。ありがとうございました。 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は11時10分といたします。 

 休 憩 午前１０時５４分  

 再 開 午前１１時１０分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  佐藤教育長より発言訂正の申出がありますの

で、これを許します。 

  佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 先ほどの太田陽子議員の最

後の御質問、物価高騰対策についての私の答弁

の中で、近年急激な円高や異常気象というふう

に申し上げましたが、円安の間違いでございま

したので訂正させていただきます。大変申し訳

ありませんでした。 

 

渡邉賢一議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号５番から７番までにつ

いて、10番渡邉賢一議員。 

○渡邉賢一議員 立憲民主党さわやか・立憲クラ

ブ所属の渡邉賢一でございます。 

  市制施行70周年の記念すべき今年、県が定め

ている、令和でいうと令和６年の６月６日、山

形さくらんぼの日の本日、ここにさくらんぼ農

家に生まれ育った者として質問の機会をいただ

けたことは誠に光栄でございます。 

  さくらんぼ植樹50周年ということで、1985年、

山形県では果樹10種類の試植を県庁構内に行っ

て、1978年、現在の山形東高校の敷地において、

千歳園というところに、払い下げられたさくら

んぼ98本がそこに植えられたというふうな、山

形県におけるさくらんぼ栽培の歴史がございま

す。 

  本市では、1913年の山形県農事試験場で、さ

くらんぼの缶詰や瓶詰などの加工製造試験が開

始され、日東缶詰さん、現在の日東ベストさん

などが缶詰の加工などを行ってきた、そういう

歴史がございます。1965年、山形県の県立園芸

試験場、当時の名称で園芸試験場が寒河江市に

設立され、それから59年、生食向けの生産拡大

による労働力不足と施設化の拡大を背景に、寒

河江市に観光さくらんぼ園が開園したのが51年

前の1973年でございます。そうした歴史は、本

当に私たちの祖先が二の堰を造られた、そして

二の堰の水、疏水百選にも選ばれたその農業用

水があったからこそ、寒河江がさくらんぼの里

になったというふうに思います。 

  この間の農業試験場での試験研究機関の県の

職員の皆さん、そして土地改良事業に当たられ

た土地改良区をはじめとする県の機関の皆様、

いろんな普及技術を農家に行っていただいた農

業改良普及所機関の職員の皆様、併せて農業協

同組合、現在はさがえ西村山農業協同組合の関

係の皆さんなどに、心から敬意と感謝を申し上

げる次第でございます。 

  さて、先ほどは、市長の５期目に向けた決意

は、残念ながらお聞きできませんでしたけれど

も、市民の声を私はお伝えしたいというふうに

思っています。 

  私は、市民の声をしっかり市長、教育長にお

届けすることを最優先に、一貫して是は是、非

は非の立場で賛成及び反対意見を申し上げてま

いりました。本市の学校統廃合、病院再編、市
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有財産の施設整備をはじめとする新第６次振興

計画の着実な実施に向けて、財政健全化と併せ

て事業実施が当面の大きな課題でございます。

これまで、４期15年と６か月、コロナ感染症対

策や防災減災対策、そして超高齢化の社会の中

で、福祉や医療、介護対策、子育て・教育など

の少子化対策をしてこられましたが、いずれも

喫緊の課題でございまして、今後そのかじ取り

はますます困難を極めると推測されるわけでご

ざいます。佐藤市長こそ、この難局を乗り越え

ることができる唯一のリーダーであると、市民

は申しているわけでありまして、ぜひ今後、来

る12月15日告示の決戦の日に向け、なお一層の

御奮闘、御健闘を、私も心からお祈りいたしま

す。 

  加えて、市長の市政概況で御報告がございま

したけれども、歴史と伝統を誇る元祖第48回

“さがえ”さくらんぼマラソンが、五月晴れの

下、初夏の涼しい風を受けて、去る５月26日に

盛大に開催されたわけでございます。スペシャ

ルゲストの原監督、青山学院大学陸上競技部の

学生ランナーなどをお迎えして、北は北海道、

南や熊本、西は、太田議員からもありましたけ

れども、姉妹都市、韓国の安東市から約3,700

人のランナー、そして小中学生を含め多くのボ

ランティア1,500人、さらに御家族や御友人の

応援団、観光客の皆様を温かくおもてなしでき

たのだろうというふうに思います。多くの市民

が沿道で、先導車から手を振る原監督に笑顔で、

そしてこのアーリーさくらんぼは、今シーズン

のリピーター確保のためにも大成功だったとい

うふうなアンケートが多く集まっているそうで

す。スポーツイベントとしては、この寒河江、

西村山では史上最高の盛り上がりだったという

ふうに実感したものでございました。 

  早速ですが、質問に入らせていただきます。

今回は、市民から最も質問が多かった最上川ふ

るさと総合公園に整備を計画していたフルーツ

・ステーションについて、さくらんぼ会館改築

整備を含むチェリーランド再整備計画について、

そして議第39号で上程されておりますさくらん

ぼのまち寒河江推進条例の、この３つについて

通告順に御質問をさせていただきたいというふ

うに思います。 

  通告番号５番、県産果樹の情報発信施設とし

て県が進めようとしていたフルーツ・ステーシ

ョン整備計画素案の見直しによる影響について

でございます。 

  １つ目が、県の当初予算から削除されたとい

うことに対する市長の御見解でございます。 

  ２月の定例県議会では、県が県産フルーツの

情報発信拠点として、本市の最上川ふるさと総

合公園に、飲食や学習機能などを備えた施設と

してこの計画を立てておりまして、新年度当初

予算関連事業費としておよそ4,800万円を計上

していたわけでございます。この事業の総額は

18億8,000万円が見込まれておりましたけれど

も、残念ながら３月13日に開かれた県議会農林

水産常任委員会で、公費の負担が大きいなどと

して否決されました。 

  これを受けて、県は、県民の理解が十分に得

られていないとして予算案を撤回しました。県

は、フルーツ・ステーションの計画を見直し、

今後の対応を検討するというふうに言っていま

すけれども、吉村知事は「県議会で説明を尽く

してきましたけれども、理解してもらえなかっ

たことは残念だ。県民生活に関わる当初予算案

を通すために、フルーツ・ステーションの経費

は撤回した」というふうに話されておりました。

県議会で、県が関連予算を撤回するのは、おと

としに続き２度目であります。もっと言うと、

副知事の人事案件などもありましたので、若松

副知事の人事案件なども含めれば、もう２度以

上であると思います。 

  吉村知事を支持する県政クラブの木村忠三代

表は「さくらんぼの魅力を全国、全世界に発信
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し、山形県を活性化させる予算が否決され、非

常に残念だ。山形県の果樹振興にとって何がベ

ストなのか、県にはもう一度検討して、新しい

案を提示してもらい、執行部と意見交換をして

いきたい」というふうに話していたそうでござ

います。これが、ＮＨＫニュースで放送された

主な内容でございます。 

  寒河江市のみならず、県内の各フルーツ産地

において、ポテンシャルのある場所に、同様に

このフルーツ・ステーションを幾つか造って、

それらをネットワーク化する案であるにもかか

わらず、ある県議会議員は、なぜ寒河江に設置

するんだと、そんなネットワークするという案

は駄目だと。何で寒河江なのか、うちの○○市

では駄目なのかなどという、この我田引水のよ

うな理由で撤回されたというふうなこともお聞

きしていますし、本当に市民からすれば、全く

理解できない、県知事選挙の政争の具にされた、

非常にがっかりしたというより残念、というよ

りもむしろあきれたというふうな声がたくさん

ございました。 

  ここでお尋ねいたしますが、本市が国と県に

対し、何年も重要事業として要望してきたこの

本案が、県の新年度当初予算から撤回、削除と

なったことに対する市長の率直な御見解をお尋

ねしたいと思います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御案内のとおり、フルーツ・ス

テーションにつきましては、さくらんぼをはじ

めとする県産フルーツの情報発信の場として、

県が最上川ふるさと総合公園に整備する構想で

あったわけでありますが、現在の状況につきま

しては、議員の御指摘がございましたが、私ど

もも新聞報道などで承知をしているところでご

ざいます。 

  寒河江市におきましては、寒河江市民、農家

の方だけでなくて、これまでもさくらんぼの主

産地として、日本一のさくらんぼの里としての

誇りを持って、長きにわたってさくらんぼをは

じめとした様々なフルーツの生産振興、そして

情報発信、観光誘客活動などを展開してきてい

るところでございます。これまで、農業者の皆

さんだけでなくて、多くの関係者の皆さんの大

変な御努力、先ほど渡邉議員からもございまし

たが、多くの関係者の皆さんの御努力によって、

訪れた観光客のみならず全国の消費者から、高

品質そして安全安心な寒河江産のフルーツとし

て評価をされて、大変喜ばれているものと認識

をしているところでございます。 

  市といたしましては、状況は受け止めつつ、

今後も引き続き、さくらんぼのみならず様々な

寒河江産フルーツの魅力を大いに発信をして、

さらなるフルーツ生産振興の充実とブランド力

の強化、さらには誘客拡大を一層推進してまい

りたいというふうに考えているところでござい

ます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 市長からも、この世界に誇る日

本一のさくらんぼの里として、多くの皆さんの

本当に汗と涙の結晶だというふうに思います。

戦争中は、フルーツはぜいたくものだというこ

とで、切れと言われて、断腸の思いで切った。

それも併せると、血と汗と涙の結晶だというふ

うに私は思っているところでございます。こう

した世界に誇れるフルーツツーリズム、本市の

さくらんぼをはじめとする果物を、どうやって

これから全世界に向けても発信できるのかとい

うふうなことで、２番のお尋ねをしたいと思い

ます。 

  フルーツツーリズム振興への影響についてで

ございます。 

  今回のこのフルーツ・ステーションをなぜ造

るかということの計画素案の中に、まさに基本

的な考えとしてこのように掲げられておりまし

た。これを何回も何回も読みましたけれども、

本当にがっかりしてしまうところです。 
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  消費者に実際に山形県、特に県内のフルーツ

産地に訪れてもらい、農業体験や旬のフルーツ

を使ったスイーツなどの様々なフルーツの楽し

み方や、それを通した産地、生産者との交流を

経験するのが、このフルーツツーリズムという

ふうに規定しています。そして、県内の果樹園

や飲食店をはじめとしたこのフルーツを楽しむ

ための目的地が、そうしたさくらんぼ観光果樹

園のみならず、そうしたフルーツレストラン、

フルーツパーラー、カフェなどに行っていただ

いて、いつ来れば、またここでそういったおい

しいものが食べられるのかというリピーターも

出てくるし、全国、全世界から来ますので、そ

うした情報もそこで収集できるというふうな貴

重な施設であるからであります。 

  具体的には、このさくらんぼを核とする県産

フルーツの情報発信実行計画というものをつく

って、今申し上げた様々なフルーツの楽しみ方

を消費者、観光客に与えつつ、そして農家の、

特に若い人たちが、そこで今後どういう戦略で

農業をやっていこうか、どういう品種が喜ばれ

るのかというふうなことなども考えられる、そ

ういうフルーツ・ステーションネットワーク推

進プラットフォーム、これがメインだったとい

うふうに思います。 

  こうした期待されていた取組に対するマイナ

スの影響は、私は計り知れないというふうに思

いますが、市長の御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ただいまの議員のほうから、県

の計画におけるフルーツツーリズムの基本的な

考え方について御説明がありましたが、その御

説明、あるいはその資料などを拝見すると、寒

河江のほうでは以前からそういう取組をしてい

たのではないか、生産者の方だけじゃなくて民

間の事業者、それから行政が連携をして、寒河

江の例えばさくらんぼについて観光誘客をしな

がら、さらにいろんな行事など、イベントなど

もして、そしてそこに来ていただいて、さらに

そのお客さんをいろんな市内の他の施設などに

も足を運んでいただくような、そういう取組を

既にしていたのでは、一生懸命頑張ってきてい

たのではないかということを、今お聞きをして

思ったところでありますけれども、具体的には

誘客の事業としては、御案内のとおりさくらん

ぼもぎ取り園だけじゃなくて、ブルーベリー、

桃、ブドウ、リンゴ、イチゴ、柿もそうですか

ね、観光果樹園などが周年観光農業推進協議会

を組織して、寒河江産の豊富なフルーツを生か

して一年中楽しむことができるフルーツ狩りを

展開しておりますし、また、先ほど申しました

が、特にさくらんぼシーズンなどは、今御紹介

ありましたさくらんぼマラソンをはじめ、ツー

ル・ド、それからさくらんぼウォーク、それか

ら今回は６月16日もフェスティバルをやるわけ

でありますけれども、そういうイベントと連携

した取組をしていくことにしていますし、これ

までもやってまいりました。そういう取組をし

て、フルーツを生かした、そしてその効果を全

市内に波及させていく取組をしてきたところで

あります。 

  今後におきましても、御案内の令和５年度に

策定いたしました市の観光振興計画を基に、さ

くらんぼをはじめとした様々なフルーツ、これ

は寒河江にとって大事な観光資源でもあります

から、それを活用した観光コンテンツの磨き上

げと情報発信について大いに強化をしていくと

ともに、その前提となっていくのは、やはり高

品質で安全安心なフルーツを生産していただく

という農業者の皆さんの努力でありますから、

そういった意味での農業振興などにもさらに充

実強化をさせていただいて、そういった取組を

さらに進めていくという考えで今いるところで

ございます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 市長のほうからは、以前からい
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ろんな形で行ってきたというふうなことも御答

弁いただきましたけれども、確かに、市教育委

員会で修学旅行を誘致して、田植とか稲刈り、

芋掘り、あと果樹であればもぎ取りのお手伝い

とかで大学生の受入れなども今も行っているわ

けですし、また都市農村交流というふうな形で

は、いろんな施設を借りて農家と消費者の交流

なども行ってきたのは事実あると思います。ま

だまだ、ただそれは道半ばでありまして、いろ

んなＩＴ技術を駆使して、リアルタイムに情報

を発信できるような、そういうやっぱり情報ネ

ットワークステーションが、これからそのプラ

ットフォーム化というものが、いろんな業種で

も大事だというふうに言われておりますので、

ここはぜひ我々も勉強していきたいというふう

に思います。 

  来月、総務産業常任委員会でも、このフルー

ツツーリズムの全国的な先進的取組を視察させ

ていただく予定です。和歌山県紀の川市をはじ

め、農業に一生懸命な橋本市、有田市、和歌山

市などに赴いて、本市の農業にとって、いかに

このフルーツツーリズムが重要か、さらなる推

進に向けてどんな取組をしていけばいいのかな

ど勉強していきたいというふうに思っていると

ころでございます。 

  続いての質問が、私はこのフルーツ・ステー

ションの中でメインだったと思うものでござい

ます。若手就農者を増やす取組でございます。 

  県では、もう一つの柱というのは、先ほど言

った情報ネットワーク化のほかに、フルーツの

プロモーションの強化ということで、産地を巻

き込んだ取組によって、果樹農家の生産意欲の

向上に結びつけていく、そうしたやはり交流、

情報交換の場というふうなことだったと思いま

す。 

  本市においても、若い担い手農家、一生懸命

我々も意見交換会などでお話しさせていただい

ておりますけれども、やっぱり若い農家の皆さ

んそれぞれが考えていることは、もうそれぞれ

でございます。今回の計画の中で一番重要で期

待されていたというものは、全国から本県、本

市にお越しになった観光客や消費者との交流の

機会を増やし、６次産業化で開発した加工品の

試作品を食べていただいたり、そして実際試食

してみての意見、感想を基に、若手果樹農家が、

先ほど申し上げましたけれども、やる気を持っ

て果樹農業に向かっていくことでした。それが

大きなテーマでもあったわけです。そうした施

設、貴重な機会が少なくなることは、せっかく

の本市の若い農家の生産意欲をそいでしまうこ

とになるのではないかというふうに危惧するわ

けでございます。 

  ここで質問ですが、若手就農者を増やすため、

全国に情報発信し、先進技術を取り入れること

など、こうした施設の重要性についての御認識

と、さらにこれら具体的な就農者を増やす取組

についてのお考えをお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 若手就農者を育成していくとい

う取組は、寒河江市だけじゃなくて全国的な農

業施策の課題の一つというふうにも思いますし、

寒河江市におきましても、渡邉議員からもあり

ましたが、果樹経営の農家が多いわけでありま

して、若手の後継者確保については、市の農業

委員会でありますとか市の農業士会など、関係

機関と協力の下に取組を進めているところであ

ります。そういった機会を、何とか全県的に増

やしていく必要があるということは、この計画

の有無ともまた切り離して、基本的な課題だと

いうふうに思いますので、そこは県のほうにも

さらに期待をするところでありますけれども、

寒河江市においては、その関係団体で構成する

寒河江市新規就農者支援育成協議会というのが

ございまして、そこで東京都内で新農業人フェ

アなどに出展をして、寒河江市内での新規就農

を呼びかけているところでございます。また、
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就農体験ツアーなども開催をさせていただいて、

就農に興味のある方を対象にした農作業の体験

でありますとか、移住セミナーなどを実施して

いるところでございます。 

  また、先ほどお話ありましたけれども、市内

の若手農家、農業者で市農業担い手の会という

のを一生懸命頑張っていただいておりますけれ

ども、技術向上のための研修会を開催して、よ

り品質の高い農産物の生産、それから農業収入

の増加を目指して研さんを積んでいるところで

ありますが、一方、例えば慈恩寺テラスなど市

内の集客の施設などにおいて農産物の直売など

を行って、消費者の方との交流を通して、商品

に対する評価でありますとかニーズの把握など

に努めて、今後の農業営農活動に生かしていく

という活動を行っていただいています。若手の

就農者の方が、消費者と交流の機会を増やして

いくということは、御指摘のとおり、農業経営

に向けたモチベーションの増大という意味で大

変つながっていくというふうに思いますので、

私どももいろんな新規就農に向けた情報発信事

業の拡大とか、さらに若干御指摘ありましたが、

最新技術の導入などの可能性も含めてアンテナ

を高くして、若い人たちが大いに興味を持って、

意欲を持って就農できるような機会をさらに支

援していきたいというふうに考えているところ

であります。そういう意味で、若手の農業者の

育成については、県としてもさらに取り組んで

いただきたいなというふうに考えているところ

でございます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 市長からもございましたけれど

も、やっぱりこの異常気象によって、栽培技術

ももっともっと向上させていかないと今のよう

な状況を保てないと言われております。オラン

ダ型の施設化という、施設農業というのが目標

になってくるんだというふうに言われています

けれども、ぜひそういったものを進めていただ

きたいと思います。 

  先日、さくらんぼマラソンにゲストランナー

として来られた、リオデジャネイロオリンピッ

ク日本代表の関根花観さんがおっしゃっており

ました。ＣＬＡＡＰＩＮ ＳＡＧＡＥを子供た

ちと一緒に訪れていただいたわけですけれども、

中央にあるメインツリーのような網のジャング

ルは、子供の体幹が鍛えられてすごくいいもの

だと。寒河江市は、雨よけハウスで高所作業を

する、大変危険な、そして重労働というふうな

ことがある一方で、将来のさくらんぼ農家の養

成だというふうに、こうおっしゃっていました。

アニメの巨人の星では、大リーグボール養成ギ

プスというふうなものがあったわけですけれど

も、私はさくらんぼ農家養成ジャングルジムと

いうふうに名づけて、将来この心身ともにたく

ましいちびっ子がさくらんぼ農家の担い手にな

ってくれるというふうに思っている、確信して

いるところでございます。 

  時間がありませんので、次の通告番号６番、

道の駅チェリーランドさくらんぼ会館の改築整

備についてお尋ねします。 

  １つ目、道の駅の整備計画の進捗状況につい

てでございますが、これまでの経過と計画につ

いて、国土交通省東北地方整備局のほうが所管

する国の補助事業などを選択肢として、過去に

検討してきたわけでございます。県のフルーツ

・ステーションの計画によって、事実上足踏み

させられてきたわけですけれども、現在に至る

計画について、進捗状況はどのようになってい

るかお尋ねしたいと思います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 令和２年の２月にチェリーラン

ドの再整備計画というものを策定いたしました

が、その際、さくらんぼ会館については、アイ

ス販売のほか地元農産物をはじめとする物販ス

ペース、それから飲食スペースを整備するとい

うことにしておりましたが、コロナ禍の状況な
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どを考慮して整備事業を見合わせていたところ

でございます。その後、御案内のとおり令和３

年度にアクティビティエリア整備事業に着手を

して、このたびＣＬＡＡＰＩＮ ＳＡＧＡＥ、

それから屋外型宿泊体験施設などが完成をして

まいりました。さらに、チェリーランドさがえ

内に地元の農産物、それからジェラート販売ブ

ースなどが整備、設置をされて、物販コーナー

の充実をされるなど、チェリーランドの各施設

の状況が計画の策定時と変わってきているのも

事実でございます。 

  我々といたしましては、これらを踏まえて、

今年度新たにこのさくらんぼ会館の整備方針な

どについて検討を行う予定としているところで

ございます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 やはり、この市単独では、なか

なかああいった施設は難しいと思いますので、

国土交通省の補助事業になるのかどうかも含め、

現在あるのは農林水産省の新構造改善事業のハ

ードの一つだと思います。ぜひ、充実した計画

をまた練っていただければというふうに思いま

す。 

  私は、以前「なしっこ館」という、鳥取県倉

吉市にある二十世紀梨の、いわゆる歴史や品種

改良の技術を刻んだ、そういう資料館でもある

んですけれども、観光施設を見学しました。本

市のチェリーランドさくらんぼ会館とほぼ似た

ような中身ですが、なしっこ館はグレードアッ

プさせたような魅力ある施設で、シアター、イ

ベントホール、芸術作品の展示ホールを併せ持

つ公共複合施設となっておりました。そうした

ところなどを参考にしながら、今後さくらんぼ

植樹150年の歴史を後世に伝承できるような貴

重な資料展示について、本市では宇井 啓先生

がさくらんぼの歴史という本を執筆、出版され

まして、出ているわけですけれども、こうした

ものを、ぜひ後世に伝承できる貴重な資料であ

りますので、その中に書かれている具体的なも

の一つ一つが、私は本市の宝だというふうに思

います。こうした歴史文化資料館などについて

も、以前チェリーランド再整備に関係するパブ

リックコメントを市民に求めたところ、ぜひこ

うしたものを造ってほしいというふうな提案が

ございましたし、本市の歴史文化振興検討委員

会というふうなところが組織としてあるんだそ

うですけれども、そうしたところの御助言を踏

まえて、さくらんぼ会館改築に当たっての中心

となるコンセプトをぜひそこに据えていただき

たいと考えるんですが、市長の御所見をお伺い

します。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御案内かと思いますが、現在さ

くらんぼ会館には、日本にさくらんぼが伝えら

れた歴史でありますとか、さくらんぼの原産地

でありますトルコ、それからイギリス、フラン

ス、ドイツ、イタリア、アメリカなどのさくら

んぼを紹介するパネルなども設置をしていると

ころでございます。さらには、さくらんぼ栽培

に関して、季節ごとに実施する作業内容などに

ついても、写真とともに表示をしているところ

でございます。 

  渡邉議員からありましたが、さくらんぼの歴

史、本市にとりましては大変貴重で、後世に残

しておかなければならない、残していかなけれ

ばならない財産でありますので、さくらんぼ会

館の整備方針を協議していく中においては、十

分そういったところを考慮しながら検討を進め

ていきたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 そして、先ほども倉吉市のなし

っこ館の話で申し上げましたけれども、シアタ

ー、イベントホール、芸術作品の展示ホール等

の機能なども併せ持つ、そういう公共施設だっ

たわけです。今回の再整備において、イベント
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広場がなくなる、チェリードームがなくなると

いうふうなことで、それに代わるものとしてＣ

ＬＡＡＰＩＮ ＳＡＧＡＥというふうなことで

整備されたわけですけれども、ぜひ市内外の芸

術家による芸術作品を展示するような、現在あ

る会議室とはまた一回り大きい、そうしたもの

を、充実した機能をつくってほしいというふう

な期待がございます。あと、慈恩寺テラスのよ

うなシアター、多目的ホールについても、道の

駅の機能を含むものとして、ぜひ道の駅やまが

た蔵王のような多目的ホール、広場、雨でも使

えるようなそうしたものを新たに整備すべきと

考えるんですが、市長の御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 現在、さくらんぼ会館の展示ス

ペースは、写真展でありますとか絵画、書道展

などということで、様々な団体、個人の方の作

品の展示会などに御利用いただいて、大変需要

があるところでございますが、そもそもは、あ

そこのスペースというのはいろんな、そういう

展示会だけじゃなくて、シアターというんです

かね、映像を提供できるような機能も持ってい

たわけでありますけれども、御質問ありました

そのシアターでありますとか、その映像、それ

から多目的ホール、展示ホールなどについて、

やはりいろんなお話がありました先進地の状況、

あるいは事例なども十分参考にしながら、そし

てこのさくらんぼ会館を整備する意味合いとい

うんですか、目的というものを十分考えながら、

そしてまた一方で観光客の皆さんにとって喜ば

れる、リピーターが来られるような施設という

ふうにしていきたいというふうに考えておりま

すので、そういった意味で、いろんな方の御意

見なども頂戴をしながら検討を進めてまいりた

いというふうに考えておるところでございます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ぜひ、市民の声を反映していた

だきたいし、４番目の農産物物販及び飲食コー

ナーの充実についてもぜひお願いしたいという

ふうに思います。これまで加工品として大人気

のジェラートアイスの販売コーナー、あと農家

が自分で値段をつけて消費者の皆さんに提供で

きるような、アグリランドとか中央の販売店も

あるわけですけれども、チェリーランドにやっ

ぱりこういうのを作ってほしいというふうな観

光の方々の声などもよくお聞きします。あそこ

に行くとあるよと言われても、なかなか場所が

分からないというふうなこともございます。そ

うした観光客、消費者はもとより、農家、農協

からも期待されておるこの販売コーナー、飲食

コーナーについて、どのように整備していくお

考えかお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほども申し上げましたけれど

も、その整備を検討していく際に重要なのは、

やっぱり整備の目的、施設の目的、施設をどう

いう目的にするか、そしてどういう機能を持た

せるかということをやっぱり議論をして固めて

いくということが大変大事だなというふうに思

っています。さらには、今市の施設であります

が、運営を農協のほうにお願いしているわけで

すので、そういった検討していく際には、そう

いう運営の形態でありますとか、整備の手法も

含めて、そういうところもやっぱり検討してい

く、広く協議をしていくということが必要だと

いうふうに思いますし、その協議も、我々行政

だけでなく、庁内の関係課だけでもちろんなく

て、幅広い方々から、関係団体により組織する

検討委員会なるものを設けて検討していく必要

があるというふうに思っているところでござい

ます。 

  物販、飲食コーナーの整備という御質問があ

りましたが、その辺につきましても、現在の施

設の機能、役割などとも調整をしながら進めて

いきたいというふうに考えているところでござ

います。貴重な御意見として拝聴させていただ
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いたところであります。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 市長から御答弁いただきました。

よろしくお願いしたいと思います。 

  フルーツ・ステーションでは、県のほうでも

う既に設計整備、管理運営について、官民どの

ように役割分担を行っていくかというふうな中

身まで、かなり突っ込んだ計画があったという

ふうにお聞きしています。せっかくこうした手

を挙げた民間業者の皆さん、大変貴重でござい

ますので、そうしたところも含めて、今後寒河

江市、本市の、フルーツ・ステーションはまだ

計画はどうなるか分かりませんけれども、ぜひ

先手必勝でお願いしたいというふうなところを

私は申し上げたいというふうに思います。 

  さて、最後の質問になります。通告番号７番、

さくらんぼのまち寒河江推進条例に基づく具体

的な施策についてでございます。 

  １つ目、市民の市民による市民のための寒河

江市さくらんぼの日、これは６月第３日曜日、

今年は６月16日となっていますけれども、この

記念事業についてお尋ねします。 

  これは前のポスターなんですけれども、（資

料を示す）過去には寒河江市さくらんぼの日推

進委員会というのがありまして、さくらんぼの

市旗、あれですね、議長席の前にある、この旗

が各戸に配られ、この市旗の掲揚を市民に呼び

かけておりました。剪画家宮田雅之氏のデザイ

ンしたもので、このデザインはチェリーランド

の至るところで目にするわけでございます。 

  ここでお尋ねしたいのが、新たに議第39号で

条例制定が上程されているわけですけれども、

具体的に市民の皆さんにこの市民参加の方法と

して、記念行事などをどうお考えになっていら

っしゃるのかお伺いしたいと思います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今定例会におきまして、さくら

んぼのまち寒河江推進条例を上程させていただ

いております。改めてこの条例について申し上

げますと、市民の誇りでありますさくらんぼを

核としたまちづくりをさらに推進をして、未来

に継承することを目的としております。条例に

基づく施策などについては、全庁的に検討をさ

せていただいているところでございまして、先

ほど御指摘がありましたが、本市では平成２年

の３月に、毎年６月第３日曜日を寒河江市さく

らんぼの日と定めております。これまで、さく

らんぼ市旗を各世帯に掲揚していただくという

取組をさせていただきました。もう34年前とい

うことになりますかね、そういうことでござい

ます。 

  そういう、基本的にはこの条例というのは、

改めて寒河江市民にとってのさくらんぼを、さ

らに誇りを持ち、そこにさらに愛して、そして

未来に引き継ぐという意味で、この条例を上程

させていただいたところでございますし、具体

的な取組はどうかという御質問でありますけれ

ども、御案内のとおり昨年度に引き続いて、寒

河江さくらんぼ月間ということで、この一月間

を（音声聞き取り不能） 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５８分  

 再 開 午後 １時００分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 答弁を続けさせていただきたい

と思いますが、寒河江市におきましては、昨年

度に引き続き、５月30日から６月30日までを寒

河江さくらんぼ月間といたしまして、市庁舎の

ライトアップ、それからフラッグ、のぼり旗の

設置などをさせていただいて盛り上げを図って

おります。さらに、今月16日、寒河江市さくら

んぼの日でありますけれども、チェリーランド

河川敷公園におきまして、新たにさくらんぼフ
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ェスティバル開催を予定しております。さくら

んぼの種吹き飛ばし大会、さらにはさくらんぼ

流し体験など多彩なイベントを予定していると

ころでありまして、多くの皆さんに御来場いた

だきたいなというふうに思っております。 

  御質問は、条例に基づく市民参加型の記念行

事の開催はどうかということでありますが、市

民の皆さんをはじめ多くの方々から御協力をい

ただいて実施をするということが不可欠であり

ますので、この件については今後、条例が御可

決いただいた後、広く御意見を頂戴する、ある

いは御提案をいただくなどして、実りあるもの

にしていきたいというふうに考えているところ

でございます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ぜひ、さくらんぼの日も含めて

さくらんぼ月間、もう今既に大盛り上がりなわ

けですけれども、今後もこれをぜひ進めていた

だきたいし、さくらんぼの種吹き飛ばし、これ

は元祖でございます。ほかの市町村でもやって

いるわけですけれども、元祖種の吹き飛ばし、

そしてギネス記録保持者ということで、あとさ

くらんぼ流しは、これは吉村知事の発案なのか、

県のほうで文翔館の前でやっていたようですけ

れども、さくらんぼ流し、さくらんぼ釣りなん

ていうのもあるようですので、ぜひこれも引き

続き盛り上げていただきたいというふうに思っ

ておるところでございます。 

  続いて、ここからは、二つは半分は要望とい

うふうになります。本市のさくらんぼ栽培で顕

著な功績のあった偉人をたたえる「さくらんぼ

とともに生きる（仮題）」としてドキュメンタ

リー映画の製作についてでございます。 

  今日、ポスターもお持ちしましたけれども、

（資料を示す）劇場版「荒野に希望の灯をとも

す」というふうなことで、本市では８月31日、

ハートフルセンターで５回開催ということでし

た。そういう予定になっています。ハートフル

センター多目的ホール、10時半から６時半まで、

さらに５回の開催ということでありますけれど

も、こうしたドキュメンタリー映画を、さくら

んぼの歴史についても作っていってはどうかと

いうふうなことでございます。過去、現在、未

来のさくらんぼのまちを映像で残して、先人の

この偉業をたたえていく必要があるんじゃない

かというふうに思います。 

  今後、さくらんぼ会館において整備が期待さ

れるビッグシアターにおいて、本市の歴史文化

振興検討委員会の御賢察等も踏まえ、ドキュメ

ンタリー映画の監督をぜひ招聘して作品を制作、

ここ寒河江市で制作したり、全国の関心を持つ

方々を募集して、そのお力をお借りしながら作

品を公募し、優秀作品に懸賞金などを授与する

などというふうな企画もいいのではないかとい

うふうに思いますが、市長のお考えをお伺いし

ます。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 これまでのさくらんぼの栽培、

長い歴史に携わって、本市の発展を支えてきた

方々の実績をたたえ、後世に伝えていくという

ことは、将来にわたって寒河江の誇りを受け継

いでいくことになりますので、さくらんぼのま

ち寒河江推進条例の目指す姿であろうというふ

うに思います。 

  議員から、ドキュメンタリー映画を制作して

放映してはどうかということでございますが、

御提案がありました専門の映画監督、それから

制作会社への依頼、あるいは有志からの作品公

募など、いろいろ手法があろうかというふうに

思いますので、その映画を制作して放映すると

いうことになると、さくらんぼ会館などで放映

するということになるわけでありますので、そ

ういった放映の場所なども含めて、さくらんぼ

会館の整備方針を協議していく中で十分検討を

加えていきたいというふうに考えているところ

でございます。 
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○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 主役には、一昨年大河ドラマで

大江公の役をされた、我々の期待する役者さん

もいらっしゃいますので、劇団四季を通じて、

現在活躍中の方もいらっしゃるわけですので、

そういう方になっていただければますますいい

んじゃないかというふうに思います。 

  それでは、最後の質問に入ります。さがえさ

くらんぼの歴史を後世に伝承するプロジェクシ

ョンマッピング、この制作についても御要望さ

せていただきます。 

  慈恩寺テラスで毎日上映されているプロジェ

クションマッピングは、分かりやすい、きれい

な女性のプロのナレーターの声と美しい映像で、

訪れた方々にタイムスリップしてしまいそうな

驚きと感動を与えているところでございます。

リピーターも多いと聞いております。 

  さくらんぼの歴史について、県と連携して、

今回150周年記念植樹の記念イベントなどで、

記念書籍を作るというふうなことも伺っており

ますので、実は今日オープニングなどが県民ホ

ールあたりでやっているようですけれども、こ

れもやはり期待したいというふうに思っていま

す。観光客に分かりやすいガイダンス機能をつ

くって後世に伝承していくような、慈恩寺と同

様の作品を制作してはいかがでしょうか。市長

の御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 慈恩寺テラスのほうでプロジェ

クションマッピングシアターなどを上映させて

いただいておりますけれども、大変来場された

方には好評を得ているところであります。美し

い映像、そして分かりやすい解説などは、見る

人の印象に深く刺さるということでありますの

で、大変有効な情報伝達手段ではないかという

ふうに考えているところであります。 

  そういった意味で、先ほどもお答え申し上げ

ましたが、さくらんぼ会館の整備方針を協議し

ていく中で、御提案のありました点などについ

ても十分踏まえて対応していきたいというふう

に考えているところでございます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございました。ぜひ、

そういったものを推し進めていただきたいとい

うことを強くまた要望させていただきます。 

  結びとなりますけれども、能登半島地震から

５か月が過ぎました。先日も、震源が同じと推

定される大地震があって、このニュースで、当

時の元日の夕方に発災した一連の悲劇的な震災

を思い出したところでございます。 

  つい先日でございますが、石川県輪島市の方

も、さくらんぼ狩りに本市に来られました。こ

の方の御実家は全壊ということで、2011年に世

界農業遺産として、能登の里山里海ということ

で制定された石川県輪島市の白米千枚田、この

近くだということでした。（資料を示す）本当

にこの千枚田も壊滅してしまったというふうな

ことで、がっかりされておりました。この方は、

御実家は全壊、元日にたまたま家族総出で出か

けたことで難を逃れたということでした。近所

のあちこちで倒壊した家の下敷きになり、多く

の知人が犠牲になったとのことでした。九死に

一生を得たこともありますけれども、まるで地

獄絵のような体験をされ、お友達と傷ついた心

の癒やしの旅に、本市へさくらんぼ狩りと温泉

旅行に来られたのでございます。さくらんぼの

帽子をかぶって写真を何枚も撮って、さくらん

ぼをいっぱい食べて、とても元気になりました

と、笑顔で蔵王温泉のほうに向かわれました。 

  さくらんぼは、人を笑顔にし、何倍も元気に

する力があると言われます。これからも、150

年の軌跡を地域の宝として後世に引き継げるよ

う、またさくらんぼをはじめとする果実をまだ

口にしたことのない全国、いや全世界のお客様

のためにフルーツツーリズムの歴史を刻んでい

く、私も決意を申し上げて、質問を終わらせて
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いただきます。 

  御答弁ありがとうございました。 

 

月光裕晶議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号８番、９番について、

５番月光裕晶議員。 

○月光裕晶議員 月光裕晶です。よろしくお願い

いたします。 

  通告番号８番、義務教育での学校の休み方に

ついて質問させていただきます。 

  まず、皆勤賞についてお聞きいたします。 

  令和６年も、もう５か月を過ぎましたが、世

の中の子供たちや学生は、新しい生活が２か月

ほど過ぎたばかりです。多くの子供たちは、元

気に楽しく学校や保育園や幼稚園に通っている

ことかと思います。うちの娘も２年生になりま

したが、１年生のとき同様、元気に学校に通っ

ております。 

  その娘が１年生のときの話ですが、入学当時

から学校を一日も休まず、頑張って自分の体よ

りも大きいぐらいの重いランドセルを背負って

学校に通いました。しかし、２月に溶連菌とい

う病気にかかり、学校を休まなくてはいけなく

なり、とうとう学校を欠席してしまいました。

そのときに、娘は「せっかく皆勤賞だったのに

な」と言い、とても悔しそうにしておりました。 

  私も、昔は基本的にはとても健康だったので

すが、なぜか年に１回ぐらい休まなければいけ

ないほどの高熱が出て、皆勤賞を逃していたと

いうことを思い出しました。そのときの私は、

特に悔しさなどはなかったのですが、皆勤賞で

表彰されている子たちは羨ましく思っていたの

を覚えています。ちなみに、僧侶としての修行

中も皆勤賞があり、一生懸命休まず修行をして

いたのですが、ある日重度のメニエール病が発

症し、立ち上がることすらできない状況になっ

てしまい、泣く泣く修行を休んでしまったこと

がありました。このことを思い出した私は、娘

に「残念だったね。もうちょっとで皆勤賞で賞

状とかもらえたかもしれなかったのにね」と声

をかけました。娘から「そんなのないよ」と素

っ気ない答えが返ってきたのでびっくりしまし

た。今は、皆勤賞に向けて頑張って学校に行く

ということはなくなってきたのかなと感じまし

た。私の時代の話は30年以上前の話であります

ので、今の状況とは全く違うことは理解できて

おります。そして、子供たちは皆勤賞という言

葉は知っているようですが、いまいち内容は分

かっていない、そのような状況でもあります。 

  そこで、今の皆勤賞についての現状はどのよ

うになっているのか、お伺いしたいと思います。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 小中学校の皆勤賞の現状に

ついてお答えいたします。 

  かつては、多くの小中学校で皆勤賞が授与さ

れてきたようですけれども、十数年前から皆勤

賞を授与することは、だんだんとなくなりつつ

あるようです。令和５年度末の時点で、寒河江

市内の小中学校12校のうち、校長名で皆勤賞を

授与している学校は１校のみです。西村山地区

全体でも、校長名で皆勤賞を授与している学校

は、ほかにはないようです。なお、学級単位で

担任名で皆出席賞として賞状をあげたり、通知

表の所見欄に皆出席したことを認め、励ますコ

メントを書いたり、修了式で校長が皆出席の児

童生徒を紹介したりしている学校は数校ありま

す。 

  月光議員がおっしゃるように、皆勤賞という

のは、児童生徒が休まないで頑張って学校に行

くというふうな目標にはなり得ると思います。

しかし、欠席したくないということから、体調

が悪くても無理して登校はしたものの、授業を

受けられず早退せざるを得ないというふうなこ

ともありました。かつては、保護者の方も、欠

席させたくないというふうな思いや学習の進度
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の心配から、多少具合が悪くても登校させたい

というふうな考え方が強かったように思います

が、近年では子供の健康を第一に考えたり、イ

ンフルエンザ等の感染症の拡大を防ぐといった

面からも、体調が多少悪くても登校すべきだと

いうふうな考え方は薄れつつあるのかというふ

うに思われます。そうした点からも、皆勤賞を

授与している学校はとても少なくなっているの

ではないかというふうに思います。 

○柏倉信一議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 やはり、時代の流れを感じてし

まう御答弁でありました。 

  その娘との皆勤賞の話の流れからですが、同

級生の子が学校を休んで某テーマパークに行っ

てきたらしいという話を聞きました。家族旅行

のために学校を休むという行為は、少し前から

ネット上でも度々議論されている問題で、賛否

両論があります。ネット上の意見ですが、少し

だけ例を挙げさせていただきますと、賛成の意

見としては、家族全員がそろって旅行に行ける

のは平日しかない場合、特に家族の絆を深める

いい機会になる。旅行先で得られる体験や学び

も、子供にとって貴重な教育の一部です。異文

化理解や自然学習などが含まれることがあるの

でよいと思う。平日に旅行することで、観光地

の混雑を避け、より快適に旅行を楽しむことが

できる。次に、反対の意見ですが、授業を欠席

することで学業に支障が出る可能性がある、特

に重要な授業やテストがある場合は影響が大き

いのではないか。学校を無断で休むことが、規

律や責任感に悪影響を与える可能性がある。子

供が学校のルールを守る重要性を理解しにくく

なるのではないか。平日に旅行のために学校を

休むことが一般的になれば、ほかの家庭にも影

響を与える。公平性の観点からも考える必要が

ある。 

  最終的には、旅行の目的やタイミング、子供

の学業状況などを総合的に考慮して判断するこ

とが重要だと言われておりますし、学校との事

前の相談や理解を得ることも大切なのかもしれ

ません。そこで、本市のこういった旅行に限っ

たことではなく、学校を休んで家族との時間を

持つことに関しての考えをお聞きいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 家族との時間を持つことや、

家族とのコミュニケーションというのは、成長

期の子供にとってとても大切なことだと思いま

す。子供は、そうした家族との関わりの中で、

自分が大切にされているというふうに感じるこ

とによって自己肯定感が高まります。また、自

分が大切にされている、認められているという

ふうな体験が、自分と同じように他者を尊重し

たり認めたりできることにもつながっていくも

のというふうに思います。 

  こうした家族での交流やコミュニケーション

というのは、例えば一緒に料理を作ったり、掃

除をしたり、または同じ本を読んだり、新聞や

テレビのニュースを見てどう思うか話したりす

るといったことの積み重ねが大切であるという

ふうに思います。そうした一緒に行動する中で、

頑張ったこととか成長したことを家族が子供に

伝えるということで、お互いの信頼感が高まる

とともに、子供にとって家庭が居心地のいい自

分の居場所になって、心身の安定にもつながる

ものというふうに考えます。そうしたことにプ

ラスして、例えば家族旅行であったり、一緒に

イベントに参加したりするなどの特別な体験が、

より一層家族の絆を深めるとともに、具体的な

体験による感動とか驚きから、なぜとかどうし

てというふうに考えを深め、実際の社会や自然

の在り方を学んでいくものにもつながるものと

思います。 

  それぞれの御家庭の状況によっては、なかな

か平日に休みが取れない方もいらっしゃること

と思います。そうした場合に、平日に子供が学

校を休んで家族との時間を持つということも出
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てくるのかもしれません。月光議員がおっしゃ

るように、学校行事との関わり等も考慮して、

保護者が子供ときちんと話をして決めていくこ

とが大切だと思います。今を逃すとできないと

いう体験もあると思いますので、お互いの気持

ちやタイミング、それから休んだ後の対応等も

事前に準備するなどして家族の時間を持つこと

は、子供の成長にとっても大事なことであると

いうふうに思います。 

○柏倉信一議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 この頃、妻とよく話すんですけ

れども、もう娘が２年生、もう２年生か、なん

てよく言うんですけれども、本当に何か、２年

生なのでもうちょっとで８歳なんですけれども、

すごくこう、何ていうんでしょうね、早いなと

思います。なので、本当に一緒にいられる時間、

一緒に過ごせる時間というのは少ないですし有

限であると、この頃とても感じますので、今教

育長おっしゃってくださった、私たちも子供が

居心地がいい家をつくっていこうというのはす

ごく共感できることだと思いました。 

  やはり、でも家庭の状況によっては時間が取

れない方もいらっしゃいますので、その辺も含

めまして、次の質問をさせていただきたいと思

います。 

  次に、平日休める制度についてお聞きしたい

と思います。 

  栃木県日光市は、子供に平日に学校を休ませ、

家族と校外活動を行うことを認めるラーケーシ

ョン制度を、市内小中学校で導入することを明

らかにしたそうです。ラーケーションとは、ラ

ーニングとバケーションを組み合わせた造語で

あります。この日光市では、スタバケという名

称で運用するそうです。スタバケは、子供の学

習、スタディーと、親の休みのバケーションを

組み合わせた造語になります。 

  観光産業が主力の日光市では、土日祝日に休

暇を取得できない親も多い。市は、休み方改革

により家族と過ごす時間が拡大し、親、子供の

双方にメリットをもたらすとしています。同様

の制度導入は、栃木県内では初めてのようです。

家族で旅行や自然体験、芸術活動、スポーツ体

験などをする際、学校に届出を出せば３日間の

活動休暇が認められる。こうした休み方改革の

推進は、昨年の６月に全国知事会が提言したも

のであります。その後、名古屋市を除く愛知県

と大分県の別府市が導入し、また沖縄県の座間

味村も新たに導入しました。日光市は、制度化

することで、子供の体験の機会や親と過ごす時

間が増えるほか、保護者にとっても休日の過ご

し方の幅が広がり、年次休暇の取得促進などが

期待できるとしているそうです。 

  徐々にですが、広がりつつあるこの取組です

が、こういった制度についてどのようにお考え

になっているのか、そして寒河江市においてこ

れから導入へ向けて検討の余地があるのか、お

聞きしたいと思います。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 平日の保護者の休みに合わ

せて、子供も学校を休んで家族で一緒に学校外

で体験や探究的な学習を行う、いわゆるラーケ

ーションを実施している自治体が、少しずつ増

加している傾向にあります。これは、ただいま

議員おっしゃられましたように、子供の学び、

ラーニングと、保護者の休暇、バケーションを

組み合わせたもので、年に３日間とか５日間と

かの自治体によって制限はありますけれども、

事前に学校にラーケーションの計画を届け出る

と、その日は欠席扱いにしないというふうな制

度となっています。実施している自治体では、

土日の休日や祝日に休みにくいサービス業とか

製造業等に従事している人の割合が高く、平日

に家族との時間を確保する狙いとともに、ワー

ク・ライフ・バランスの面からの有給休暇の取

得促進や、地域経済の活性化を促すというふう

な側面もあるようです。 
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  寒河江市では、それほど多くはないですけれ

ども、平日に家族での時間を持つために、子供

たちが学校を休むということもあるようです。

ただし、保護者の方からすれば、学校を休ませ

ることへの抵抗感もあるでしょうし、子供自身

も同様に感じることもあると思います。このよ

うな状況を考えた場合、ラーケーションが制度

化されれば、より休みやすくなることが予想さ

れます。 

  先ほども申し上げましたように、家族の時間

を持つということは、子供にとっても保護者に

とっても大切なことであるというふうに思いま

す。このラーケーションの制度につきましては、

学校の問題だけではなく、労働者の休み方改革

や地域経済の活性化というようなこととも関係

してきます。その中において懸念される事柄も

ありますが、この制度については、子供一人一

人に適した学びや体験の在り方はどうあるべき

かというふうなことを、家族や地域で考えるき

っかけにもなるものかもしれません。そうした

ことからも、今後検討していく課題であるとい

うふうに思います。 

○柏倉信一議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 土日が休みの親もいれば、平日

休みの親もいらっしゃいます。共働きも増えて

きていますので、夫婦でも休みが合わないとい

うことも多々あるようでございます。その子供

たちには、平等に親との絆を深める機会があっ

てもいいのかなと考えております。親がどんな

休みの形態でも、平等に機会があっていいのか

なと思っております。 

  今、多くのところで多様性という言葉を耳に

しますが、その点でも深層的な多様性に配慮す

るというのにも当てはまるような気がします。

まだまだ先進的な取組なので、導入には精査し

なければいけないことはたくさんあるのかなと

思いますが、こういった制度があって、結構活

用もされているようですので、今後検討してい

ただきたいなと思っております。 

  次に、通告番号９番、選挙の投票率アップの

対策についてお聞きします。 

  日本の選挙の投票率は、世界的に見てもかな

り低くなっており、もちろん本市でも投票率は

かなり低くなっております。 

  さて、今度の市長選挙では、どのような方法

で選挙の投票率を上げようとしているのか、ほ

かの自治体の先進的な施策を例に挙げながら、

多方面においてお聞きしたいと思います。 

  まずは、投票場所についてですが、総務省が

まとめた投票環境向上に向けた取組事例集に記

載されている例で一番多いのは、やはりショッ

ピングセンター内、そのほかにも病院、大学、

高校に投票所を設置した例があるようです。そ

して、この施策はかなり効果があったと報告さ

れております。寒河江市でも、スーパーや病院

に設置することは可能のような気がします。ス

ーパーですと、買物に来た家族連れ、病院です

と、ふだんから病院に通っている高齢の方たち、

そのような層に需要があるのかなと思いますが、

次の選挙では投票場所について何かお考えがあ

るのかお聞きしたいと思います。 

○柏倉信一議長 髙橋選挙管理委員会委員長。 

○髙橋達也選挙管理委員会委員長 月光議員から、

選挙の投票率アップの対策について御質問いた

だきましたので、お答えさせていただきます。 

  投票率の推移につきましては、本市において

も回を重ねるごとに低下しており、大きな課題

となっております。昨年４月に行われました市

議会議員選挙を例に挙げますと、投票率は前回

平成27年実施分に比べ、約10ポイント減の

51.56％となっており、新型コロナウイルスが

５類に移行する前であったことや、有権者の年

齢引下げ前後であることを考慮しても低い値だ

ったと見ております。一方、これに対し、期日

前投票の投票率は、前回平成27年に比べて約16

ポイント増加しております。これは、期日前投
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票制度が浸透し、告示翌日から投票日前日まで

の期間中に投票できるといった時間的な利便性

の向上によるものと見ております。 

  議員から御提案がありましたように、ショッ

ピングセンターや病院など私用のついでに投票

ができるよう、特に期日前投票所を設置すれば

さらなる利便性が図られ、投票率向上につなが

ることが考えられます。ただし、設置に当たっ

ては、セキュリティー対策やネットワークの確

保、二重投票の防止対策、投票立会人などの人

員確保のほか、会場施設での投票所スペースの

確保など、クリアすべき課題があるのが現実で

ございます。 

  こうした状況を踏まえ、本市において効果的

な投票所増設が可能であるか、さらには投票率

の向上につながるか、他の市町村の取組なども

参考にしながら慎重に検討してまいりたいと考

えております。 

○柏倉信一議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 では、次に投票所への移動支援

についてお聞きしたいと思います。 

  高齢者の中には、投票に行きたくても、投票

所までが遠くて行けないという方がおります。

そのような方たちには、臨時のバスを出したり、

タクシーなどを使って投票に来てもらうですと

か、これは特殊な例になるかと思うのですが、

移動投票所のようなものを使って、高齢者の方

たちや移動手段のない方たちに投票してもらっ

ている、そのような例もあるそうです。 

  そこで、投票所への移動支援について何かお

考えがあるのかお聞きしたいと思います。 

○柏倉信一議長 髙橋選挙管理委員会委員長。 

○髙橋達也選挙管理委員会委員長 投票所への移

動支援についてですが、県内13市における実施

状況を見てみますと、山形市、上山市、鶴岡市

の３市において、タクシー券の配付や大型タク

シーによる移動支援を行っている事例があるよ

うです。これらの導入の経過としては、いずれ

の場合も投票所の統廃合のタイミングにおいて

実施しているようでございます。 

  本市においては、移動支援に関する要望など

は直接届いておりませんが、今後住民のニーズ

や人口減少などにより投票所の統廃合の必要性

が高まった場合には、投票参加の機会の確保と

いう観点からも、投票所への移動支援も併せて

検討していく必要があろうかと考えております。 

○柏倉信一議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 確かに、投票所の統廃合をきっ

かけにというのは、納得のいく理由かなと思い

ました。ありがとうございます。 

  では、次に投票時間についてお聞きします。 

  投票時間の時間内に投票に行けない方たちも

いるようで、そういった方たちのために、投票

の開始時間を早めたり、投票所を閉める時間を

遅くしたり、そういった対策を取られている自

治体もあるようでございます。しかし、一方で

は、立会人の方の負担を減らすためや、遅い時

間帯に投票に来る方が少ないために、早めに投

票所を閉めてしまう、そういった考えもあるよ

うです。今度の選挙では、選挙の時期が冬場と

いうこともあり、暗くなるのも早いでしょう。

そういったことも考慮しながらですが、投票の

時間については何かお考えをお持ちなのかお聞

きしたいと思います。 

○柏倉信一議長 髙橋選挙管理委員会委員長。 

○髙橋達也選挙管理委員会委員長 投票所の開閉

時間については、公職選挙法により、投票所を

開く時刻は一定の範囲において繰上げ、繰下げ、

また投票所を閉じる時刻は一定の範囲で繰り上

げることができるとされております。これに基

づいて、各市町村の選挙管理委員会の判断によ

り、時間の短縮や延長を行っております。 

  県内においては、住民の意見や要望などを受

け、閉鎖時間の繰上げを行っている市町村が増

えているようであります。この閉鎖時間繰上げ

につきましては、時間ごとの投票率の状況や、
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投票立会人の負担軽減などを理由に行っている

ようでありますが、先ほどの答弁でも申し上げ

ましたとおり、有権者の投票参加の機会を確保

していくと同時に、投票立会人の成り手不足も

深刻化していることから、両面からの検討が必

要であると思っております。まずは、有権者の

声を広く集めることから取り組んでまいりたい

と考えております。 

○柏倉信一議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 その自治体によって、繰り上げ

たりですとか、そういったこともあるかとは思

いますが、やはり有権者の声を聞いていただい

て、臨機応変に対応いただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

  では、最後に、いろいろとほかの自治体の施

策を例に出してお聞きしましたが、昨年６月の

議会では、出前講座や啓発活動やチラシ配布等

が現状での取組だと答弁なさっておりますが、

現時点で、選挙管理委員会でほかにお考えにな

っている投票率アップについての具体策があれ

ばお聞きしたいと思います。 

○柏倉信一議長 髙橋選挙管理委員会委員長。 

○髙橋達也選挙管理委員会委員長 昨年６月議会

において、若い世代の投票率向上の取組として、

出前講座や、また新たな有権者へのチラシの個

別配布などの事例を紹介させていただきました

が、その後の取組についてお答えさせていただ

きます。 

  コロナ禍により講話のみとしていた出前講座

につきましては、昨年度、市内の高等学校にお

いて、投票管理者、投票立会人立会いの下、実

際の選挙で使用する記載台なども用いながら、

本番さながらの模擬投票を行いました。また、

新たに選挙権を得る若い有権者への選挙啓発と

して、満18歳を迎える月に、該当者へバースデ

ーメッセージと選挙啓発冊子をお送りしている

ところでございます。 

  これからの取組としましては、以前選挙管理

委員会が高校生を対象にしたアンケートにより

ますと、小さい頃に親と投票所に行った経験が

ある方が投票に行く傾向があるという結果を踏

まえまして、幼少期から選挙を身近なものとし

て捉えてもらうため、これまで高校生を中心に

行ってきた出前講座を、今年度は小学校におい

て模擬投票も含んだ内容で行う予定となってお

ります。さらに、最近特に身近になっているＳ

ＮＳを活用し、若年層をはじめとして投票への

啓発活動についても力を入れてまいりたいと考

えております。これらの取組を継続していくこ

とにより、特に将来を担う若者の関心を高め、

選挙を身近に感じる機会を増やしていくことに

つながるよう努めてまいりたいと思っておりま

す。 

○柏倉信一議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 小学校の出前講座をやっていた

だけるということで、確かに小さいときですと

何の抵抗もなく体験をして、そしてそれがまた

ずっと記憶に残って、18になったら選挙に行く

ということもあるかもしれませんので、もっと

広範囲に今後広げていっていただければありが

たいなと思っております。それと、ＳＮＳに関

してですが、やはりその発信をしても、若い方

の目を引かなければ見てもくれない状況になっ

てしまいますので、どうか発信の仕方を考えて

いただきたいと思います。 

  そういった啓発活動はとても大切ですが、投

票をしやすくしてあげるというのが、一番投票

率アップへの近道なのかなと私は考えておりま

す。わざわざ出向いて投票するのも、何かのつ

いでに投票するにしても、そして投票した人に

例えば飲食店の割引券とか、そういった特典に

引かれて投票するにしても同じ１票だと思いま

す。その１票を少しでも多く投票していただけ

るように、これからも対策のほうを頑張ってい

ただきたいと思います。 

  これで、私の一般質問は以上でございます。 
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   散    会    午後１時４２分 

 

○柏倉信一議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 


